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平成２２年度 
決算見込み

平成２１年度 
決算見込み

平成２０年度 
決算見込み

平成１９年度 
決算見込み区　　　　　分

54.8億円54.7億円55.9億円56.0億円市 税
一
般
財
源

歳　
　
　
　
　

入

53.1億円52.9億円51.0億円49.5億円地 方 交 付 税

9.1億円9.0億円8.8億円8.7億円譲 与 税・交 付 金

116.9億円116.6億円115.7億円114.2億円小 計

31.3億円29.7億円28.2億円31.4億円国 ・ 道 支 出 金

10.0億円10.4億円12.1億円13.7億円市 債

7.3億円7.3億円7.4億円7.3億円使 用 料・手 数 料

そ　

の　

他

1.8億円2.4億円2.7億円3.4億円繰 入 金

3.5億円3.5億円3.5億円7.7億円繰 越 金

6.8億円6.8億円8.9億円12.8億円諸 収 入

1.0億円1.0億円1.0億円1.2億円そ の 他

20.3億円21.0億円23.4億円32.5億円小 計

178.5億円177.7億円179.4億円191.7億円計

39,5億円40.4億円44.6億円44.0億円人 件 費義

務

的

経

費

歳　
　
　
　
　

出

4.8億円4.9億円7.3億円6.0億円（うち退職手当）

35.2億円35.1億円35.1億円35.4億円扶 助 費

33.0億円33.4億円34.4億円34.1億円公 債 費

107.7億円109.0億円114.1億円113.5億円小 計

13.4億円10.4億円7.2億円9.0億円普 通 建 設 事 業 費投
資
的
経
費

0000受 託 事 業 費

0000災 害 復 旧 費

13.4億円10.4億円7.2億円9.0億円小 計

26.6億円26.6億円28.3億円28.7億円物 件 費

そ　

の　

他

4.2億円4.2億円4.2億円4.1億円維 持 補 修 費

25.0億円24.1億円23.6億円22.7億円繰 出 金

10.7億円10.6億円10.9億円16.9億円そ の 他

66.5億円65.6億円66.9億円72.3億円小 計

187.6億円185.0億円188.2億円194.9億円計

▲　　　9.0億円▲　　　7.3億円▲　　 　　　8.8億円▲　　　3.1億円歳 入 歳 出 差 引

▲　　 　28.2億円▲　　 　19.2億円▲ 　　　　　11.9億円▲　　　3.1億円収 支 不 足 額 の 累 計

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない箇所があります。
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『
夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
に
転

落
』
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
大
き
な
衝

撃
が
走
り
ま
し
た
。

　

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、
自
主
財
源

の
少
な
い
ま
ち
に
と
っ
て
財
政
運
営

は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
わ
た

し
た
ち
の
ま
ち
も
決
し
て
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
市
は
８
月
に
平
成　
１９

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
新
た

２２

な
『
中
期
財
政
見
通
し
』
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
は
、
平
成　

年　

月
に
、
平
成　

年

15

11

16

度
か
ら
の
５
年
間
の
財
政
の
見
通
し
を
示

し
た
『
中
期
財
政
見
通
し
』
（
平
成　

〜
16

　

年
度
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

20り
、
多
額
の
歳
入
不
足
が
見
込
ま
れ
た
た

め
、
財
政
の
安
定
と
健
全
化
を
目
指
し
、

市
職
員
数
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、

民
間
委
託
の
推
進
な
ど
の
行
政
運
営
経
費

の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
国
の
構
造
改
革
の
一

環
と
し
て
『
三
位
一
体
の
改
革
』
が
行
わ

れ
、
市
の
主
た
る
財
源
の
臨
時
財
政
対
策

債
（
６ 
㌻ 
用
語
解
説
参
照
）
を
含
む
実
質

的
な
地
方
交
付
税
（
６ 
㌻ 
用
語
解
説
参

照
）
が
見
通
し
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
（
表
１
参
照
）
、
緊
急
の
対

策
と
し
て
、
職
員
給
与
の
独
自
削
減
を
行

う
と
と
も
に
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
６
㌻

用
語
解
説
参
照
）
を
作
成
し
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成　

年
度
は
７
・
７
億

18

円
の
黒
字
を
確
保
し
、
財
源
が
不
足
す
る

と
き
に
充
て
る
こ
と
の
で
き
る
財
政
調
整

基
金
な
ど
の
市
の
貯
金
（
表
２
参
照
）
を

あ
る
程
度
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
厳
し
い
局
面
を
迎
え
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
次
ぐ
収
入
の
市
税
は
、

景
気
の
状
況
や
人
口
減
少
に
よ
り
増
収
は

見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
、
支
出
で
は
市

債
返
済
金
の
公
債
費
が
高
止
ま
り
（
表
３

参
照
）
す
る
こ
と
や
団
塊
世
代
の
職
員
の

退
職
手
当
が
急
増
し
、
新
た
な
財
政
需
要

に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
新
た
な
見
通
し

が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
平
成　

年
度
か

19

ら
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
『
中
期

財
政
見
通
し
』
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

新
た
に
作
成
し
た
『
中
期
財
政
見
通
し

は
、
経
済
情
勢
の
変
化
が
著
し
い
こ
と
や

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
諸
制
度
が
大
き
な

変
革
期
に
あ
る
た
め
、
計
画
期
間
を
前
回

よ
り
も
短
く
設
定
し
、
平
成　

年
度
か
ら

19

の
４
年
間
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
算
は
現
在
入
手
で
き
る
情
報

を
も
と
に
、
徴
収
率
や
繰
越
金
な
ど
に
つ

い
て
な
る
べ
く
精
度
が
高
く
な
る
よ
う
調

整
を
行
い
、
普
通
会
計
（
６ 
㌻ 
用
語
解
説

参
照
）
を
も
と
に
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
わ
な
い
で
試
算
し
た
結
果
、

平
成　

年
度
ま
で
の
収
支
不
足
の
累
計
額

22

は
、
約　

億
２
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

28
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表４　経常収支比率の推移
平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度区　　分

95.3％95.2％91．9％88．7％経常収支比率

表３　公債費の償還見込み（普通会計）
平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度区　　分

32.9億円33.4億円34.4億円34.1億円公 債 費

表１　実質的な地方交付税の推移

平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度区　　　分

47.8億円47.8億円46.6億円46.3億円普 通 交 付 税

4.4億円4.7億円5.1億円5.6億円特 別 交 付 税

5.2億円5.9億円7.7億円11.3億円臨 時 財 政 対 策 債

57.4億円58.4億円59.4億円63.2億円A実質的地方交付税

62.5億円61.8億円62.9億円63.5億円B中期財政見通し

▲　　5.1億円▲　　3.4億円▲　　3.5億円▲　　0.3億円A－B差 引

�
�
�
�
�
�
�
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※経常収支比率とは、市の財政の余裕を判断する比率で、人件費や扶助費など経常的に支出す
　る経費に、市税や地方交付税など使途の自由な経常的に入るお金がどのくらい充てられたか
　を表したもの。比率が低い方が自由に使えるお金が多い。

表２　財源調整に充てることのできる基金の年度末残高の推移

平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度区　　　分

8.7億円8.7億円7.8億円7.8億円財 政 調 整 基 金

3.3億円3.0億円3.5億円5.6億円減 債 基 金

5.1億円4.7億円4.6億円4.6億円備荒資金組合超過納付分

　17.1億円　16.4億円　15.9億円　18.0億円計

特集 財政の健全化を目指して

』
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中期財政見通しの試算内容

市税（５ ㌻ グラフ１）…個人市民税は、平成２０年

　度に税源移譲で住宅借入金等控除が導入される

　ため減額、その後は横ばい。

　　固定資産税・都市計画税は、評価替えに伴う

　家屋の減価率を考慮して試算。

　　各税目の徴収率は、近年の平均の率を適用。

地方交付税（５ ㌻ グラフ２）…普通交付税は、総

　務省の推計方法を参考にし、平成１９年度の実績

　をベースに伸びを見込んで試算。

譲与税・交付金…地方消費税交付金や利子割交付

　金、配当割交付金などが増加と予測、若干の増

　加を見込んで試算。

国庫支出金・道支出金…国庫支出金は、公営住宅

　建設事業の終了から平成２０年度は減少、平成２１

　２２年度はし尿投入施設整備事業（６ ㌻ 事業等解

　説参照）やキウシト湿原緑地保全事業などによ

　り増加。

　　道支出金は基本的に横ばいで、知事や道議選

　挙などのある年は選挙委託金の収入を見込んで

　試算。

市債（５ ㌻ グラフ３）…臨時財政対策債は、平成

　２０年度以降▲５％、退職手当債は団塊世代の職

　員の退職を見込んで平成２１年度まで試算。

　　そのほか公営住宅建設事業の終了から平成２０

　年度は減少、平成２１年度からはし尿投入施設整

　備事業や地上デジタル放送中継局整備事業（６

　㌻ 事業等解説参照）、公営住宅の改善事業を見

　込んで試算。

その他…繰入金は退職手当積立金を予算額の平成

　１９年度２分の１、平成２０年度以降３分の１を繰

　り入れ、クリンクルセンターの３年に１回の改

　修に０．６億円を見込んで試算。

　　財政調整基金積立金からの繰り入れは未計上。

　　諸収入はごみ処理施設白老町負担金（６ ㌻ 事

　業等解説参照）の維持管理経費分を平成２１年度

　から未計上。

　　繰越金は平成１９年度に７.７億円、平成２０年度

　以降は毎年度３.５億円で試算。

人件費（５ ㌻ グラフ４・５）…団塊世代の職員の

　退職手当により増加するが、地域給導入の制度

　改正や行政改革による職員数の削減などにより、

　平成２１年度から減少。職員給与の独自削減は９

　月まで試算。

扶助費（５ ㌻ グラフ４）…高齢化や少子化の対策

　などにより社会福祉費や老人福祉費が増加、生

　活保護費が減少、児童・生徒の減少により教育

　扶助費が減少。扶助費全体では大きな増加はな

　いものとして試算。

公債費（５ ㌻ グラフ４）…これまでの大型事業に

　よりこの数年間がピークと推定。平成２６年度ま

　で高止まりの状況が続く。

普通建設事業費（５ ㌻ グラフ６）…道路事業を抑

　制、新たなし尿投入施設整備事業や地上デジタ

　ル放送中継局整備事業、公営住宅建設・改善事

　業などの事業費を計上。

　　登別市土地開発公社の債務解消（６ ㌻ 事業等

　解説参照）のため、公社が所有する土地の買い

　取りを平成２０年度から３年間１億円を計上。

物件費…共同電算化による効果などから若干減少、

　そのほかの経費は、ほぼ横ばい。

維持補修費…施設の老朽化への対応や公共施設活

　用のための整備にかかる費用を見込んで試算。

繰出金…国民健康保険や介護保険、公共下水道事

　業特別会計などで増加すると試算。

その他…平成１９年度に地域総合整備資金貸付金

　１.６億円を計上、平成１９年度で登別市土地開発

　公社への貸し付け４億円をやめることとしたた

　め、平成２０年度以降は減少すると試算。

歳　　　　　入

・

歳　　　　　出

職員数の状況

平成20年度平成19年度
486人495人集中改革プラン
483人489人全会計職員総数
31人24人退 職 者 数

平成22年度平成21年度
467人471人集中改革プラン
467人471人全会計職員総数
21人20人退 職 者 数
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（億円） 

44.0 44.6

40.4 39.5

13.4

（億円） 

13.7

12.1

10.4 10.0

【グラフ４】義務的経費の見通し 【グラフ３】市債の見通し

【グラフ５】人件費の見通し
【グラフ６】投資的経費の見通し

（億円） 
113.5 114.1

109.0 107.7

（億円） 

9.0

7.2

10.4

13.413.4

（億円） 
56.0 55.9 54.7 54.8

【グラフ１】市税の見通し

（億円） 

49.5 51.0
52.9 53.1

【グラフ２】地方交付税の見通し

特集 財政の健全化を目指して
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用 語 解 説

臨時財政対策債…従来は国の交付税特別会計で借
　り入れを行い、地方交付税として地方に配分。
　平成１３年度より地方が直接借り入れる方式にあ
　らためられた。全額後年度に交付税措置される。
地方交付税…小さなまちでも標準的な行政サービ
　スや必要な施設の整備ができるように財源を保
　障する制度。普通交付税と特別交付税がある。
集中改革プラン…市の財政健全化に向けて、行政
　改革を５年の短期間で取り組む具体的な内容や
　目標を明らかにしたもの。平成１７年度に作成、
　職員数の削減や補助金・助成金の見直し、指定
　管理者制度の導入などを実施。
普通会計…一般会計や特別会計など各会計の種類
　が自治体ごとに異なっているため、総務省が統
　一的な基準で設けた統計上の会計。登別市の場
　合は一般会計に学校給食事業特別会計を加えた
　ものが、ほぼこれに当たる。 
ラスパイレス指数…地方公務員と国家公務員との
　給与水準を、国家公務員の構成を基準として、
　職種ごとに学歴別、経験年数別に平均給料月額
　を比較し、国家公務員の給料を１００とした場合
　の地方公務員の給与水準を示したもの。

事 業 等 解 説

し尿投入施設整備事業（約５億円）
　公共下水道の入らない区域のし尿を処理するし
尿処理場の老朽化が著しいため、下水道終末処理
場で処理を行う施設を整備。
地上デジタル放送中継局整備事業（約１億円） 
　平成２３年７月のアナログ放送の終了に代わる地
上デジタル放送の中継局を整備。
白老町からのごみ搬入の停止
　平成２１年度より白老町からのクリンクルセンタ
ーへのごみの搬入がなくなるため、白老町からの
ごみ処理負担金（毎年度１.７億円程度）がなくな
り、市の負担額は大幅に増加する見込み。
登別市土地開発公社の債務解消
　市の依頼により土地の先行取得を目的とする土
地開発公社。市は土地を利用するときに買い取る
のが原則ですが、買い取りすることができないた
め、土地開発公社は長期債務に頼らざるを得ない
状況になっています。
　土地開発公社の長期債務額は、平成１８年度末で
３１・８億円、市はその債務保証をしていますが、
いずれは買い取らなければならないため実質的に
市の債務といえます。

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
職
員
数
の
削

減
や
給
与
の
独
自
削
減
、
補
助
金
・
助
成

金
の
見
直
し
、
民
間
委
託
の
推
進
な
ど
の

行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
市
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
財
政
見
通
し
で
は
、
こ
れ
か

ら
最
も
厳
し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
４
年
間
を
『
財
政
健

全
化
期
間
』
と
位
置
付
け
、
収
入
の
安
定

確
保
や
行
政
経
費
の
縮
減
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
前
倒

し
し
て
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

行
い
、
平
成　

年
度
ま
で
に
予
想
さ
れ
る

22

　

億
円
に
も
達
す
る
累
積
赤
字
の
縮
小
に

28取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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▲し尿処理施設▲幌別テレビ中継局

▲事務事業評価調書
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こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成　
22

年
度
末
の
財
源
調
整
に
充
て
る
基
金
（
財

政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、
備
荒
資
金
組

合
超
過
納
付
金
）
の
残
高
は
５
億
円
程
度
、

特
定
目
的
基
金
（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
基
金
、
職
員
退
職
手
当
積
立
金
、
い

き
い
き
人
と
ま
ち
基
金
等
）
の
残
高
は
７

４
億
円
程
度
に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
項
目
に
は
、
市
税
徴
収
率

の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
事
務
事
業
の
見
直

し
に
伴
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
変
や
負
担

の
増
加
な
ど
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
行
政
と
し
て
担
う
べ

き
役
割
は
し
っ
か
り
と
担
い
つ
つ
で
き
る

だ
け
行
政
の
効
率
化
を
図
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
や
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う

に
努
め
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

この特集に関する
お問い合わせは

財政グループ
�○８５ １３３１
�○８５ １１０８

Ｅメール
fin@city.noboribetsu.hokkaido.jp

財政健全化に向けた
取り組み　　　　　

�少数精鋭を基本とした職員体制の構築
　　少数精鋭を基本とした職員体制の構築を図る
　ため、今後３年間で25人を削減し、平成22年度
　には464人体制を目指します。
※平成16年度からの６年間で67人（13％）の削減。
�嘱託員・臨時職員の縮減
　　嘱託員・臨時職員についても人員の削減を行
　います。
�給与の独自削減
　　平成16年度から給料や手当の独自削減（効果
　額約5.8億円）を行い、平成18年度の市職員の
　ラスパイレス指数（用語説明参照）は91.5で、
　全道35市中29位となっています。
　　また、厳しい財政状況を踏まえこの４月から
　地域給を導入し、平均4.8％の削減を行いまし
　たが、今後もさらに新たな独自削減を行います。
◎１０月からの独自削減の内容（第２回市議会定例
　会に提案中）
給　　料…市長20％（10％）、副市長15％（７％）、
　　　　　教育長12％（７％）、管理職６％（4.2％）、
　　　　　管理職以外５％（3.2％）
退職手当…市長20％（10％）、副市長・教育長10％
　　　　　（７％）、一般職員4.7％（継続）
※削減期間は、市長、副市長、教育長は当分の間、
　一般職員は平成23年３月31日までです。（　）は
　９月までの削減率です。
�事務・管理経費の縮減
　　事務・管理経費の徹底した見直しを行い、各
　経費それぞれの目標値を決めて削減するととも
　に、効率的な執行に努めます。
�高利率市債の繰上償還
　　高利率の市債（政府資金）を繰上償還するに
　はこれまで補償金が必要でしたが、一部補償金
　の免除が認められることになったため、この制
　度を活用し後年度の公債費の軽減を進めます。

行政経費の縮減（約7.3億円）

・

特集 財政の健全化を目指して

　使用目的が決められている基金は、その目的に
沿って計画的な運用を行い、財源調整に充てるこ
とのできる基金は、財源不足の圧縮に努めながら
適切な活用を図ります。

�普通建設事業の見直し
　　道路や市営住宅などで、市民生活に大きな支
　障を来すものを除いた施設の整備スピードを遅
　らせ、経費の縮減や市債の抑制を図ります。
　　大規模な事業は当面実施できませんが、それ
　に代わる財政負担の少ない市民ニーズに対応す
　ることができるものは、弾力的に対応します。
�事務事業の見直し
　　事務事業の緊急性や必要性などについて、事
　務事業評価などを参考に、見直しを図って進め
　ます。
　　補助金・助成金は、平成17年度に第三者機関
　による見直しを行いましたが、再度見直しを行
　い縮減に努めます。

�市税徴収率の向上
　　市税の徴収率は、平成17年度88.5％、平成18
　年度89.9％と向上していますが、平成19年度以
　降は90.5％を見込んでおり、さらに工夫、努力
　を行い１％以上の徴収率の向上を目指します。
�遊休不動産の売却
　　市が保有する土地で利用計画のないものを積
　極的に売却します。
�受益者負担の適正化
　　集会施設の使用料や下水道料金、し尿処理手
　数料、ごみ処理手数料などについて見直しを行
　い受益者負担の適正化を図ります。
�退職手当債の活用
　　集中改革プランを上回る職員削減を実施する
　ことにより、１０億円予定している退職手当債の
　上積みが可能となりますので、その活用を図り
　ます。

基金の計画的運用と適切な活用
（14.6億円程度）

事務事業の見直し（約1.7億円）

歳入の確保（約4.6億円）
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市
職
員
の
給
与
や
職
員
数
、
服
務
な
ど
の
状
況
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
と
比
較
し

な
が
ら
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
と
責
任

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
給
料
と
扶
養
・
通

勤
手
当
な
ど
の
諸
手
当
か
ら
構
成
さ
れ
、

『
登
別
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
』

に
基
づ
い
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
与
の
改
定
は
、
国
に
準
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
（
国
の
場
合
は
、
毎
年
度
、

人
事
院
が
国
家
公
務
員
の
給
与
を
民
間
の

給
与
水
準
と
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

行
う
勧
告
に
基
づ
き
、
改
定
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
）
。  

　

な
お
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の

給
与
水
準
を
比
較
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る

『
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
』
は
、
国
家
公
務

員
を　

と
し
た
場
合
、
登
別
市
職
員
は
平

100

成　

年
４
月
１
日
現
在
で　

・
5
（
対
前

18

91

年
度
比
０
・
９
増
）
、
全
道　

市
中　

位

35

29

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆平均給料月額と平均年齢（平成１９年４月１日現在）

技能労務職一般行政職区　　分

３３４，０５７円３３５，３８６円平均給料月額

３７０，８８０円３９２，８１４円平均給与月額

５２歳０月４５歳７月平　　均　　年　　齢

※給与月額＝給料＋諸手当。

◆期末・勤勉手当の支給割合　 （平成１９年４月１日現在）
備考国登　　別　　市区分

職務の
級など
による
加算措
置あり

０.７２５月分勤　
　

勉

１.４月分期　
　

末

０.７２５月分勤　
　

勉

１.４月分期　
　

末

６月期

０.７２５月分１.６月分０.７２５月分１.６月分１２月期

４.４５月分４.４５月分計

※期末・勤勉手当は、民間企業のボーナスに当たります。

◆一般行政職の初任給と経験年数別平均給料月額　 （平成１９年４月１日現在）
経験年数別平均給料月額初　任　給

区　分 ２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満国登別市

３７８，２００円３０１，７００円２５７，８００円１７０，２００円１６４，７５４円大　学　卒

３４５，６００円２５３，９００円２３１，５００円１３８，４００円１３３，９７２円高　校　卒

※『登別市』の初任給月額は、独自の給料削減後の月額。

◆職員人件費の状況（平成１８年度全会計決算）
人　　　件　　　費住民基本台帳人口

（H１９年３月３１日現在） 計共済費等左記以外の手当期末・勤勉手当給　料

４３億２，３９８７億１，０９７８億８５５８億１，３８２１９億９，０６４５３，５０７人

※上記の人件費には、市長・副市長・教育長を含み、嘱託員・臨時職員、
　議員・各種委員は含まれていません。
※表示単位未満を四捨五入しています。

平成１９年度全会計予算平成１８年度全会計決算

計社会保険給料・手当計社会保険給料・手当

５億４，２９７６，２６８４億８，０２９５億６３３５，６８４４億４，９４９

◆嘱託員・臨時職員人件費の状況

◆職員人件費の状況（平成１９年度全会計予算）

職員１人当
たり人件費

人　　　件　　　費
職員数

計共済費等左記以外の手当期末・勤勉手当給　料

６４７４４億４，１７０７億２，１３９９億７８９８億１，８１８１９億９，４２５４９３人

※上記の人件費には、市長・副市長・教育長を含み、嘱託員・臨時職員、
　議員・各種委員は含まれていません。
　また、『職員１人当たり人件費』には退職手当、共済費等、市長・副
　市長の給与は含まれていません。
※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致していません。

公　表

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

※表示単位未満を四捨五入しています。
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◆退職手当の支給率 （平成１９年４月１日現在）

国 登　　別　　市
区　　分

勧奨・定年退職自己都合退職勧奨・定年退職自己都合退職

２７.３００月分２１.０００月分２７.３００月分２１.０００月分勤 続 ２０ 年

４２.１２０月分３３.７５０月分４２.１２０月分３３.７５０月分勤 続 ２５ 年

５９.２８０月分４７.５００月分５９.２８０月分４７.５００月分勤 続 ３５ 年

５９.２８０月分５９.２８０月分５９.２８０月分５９.２８０月分最 高 限 度 額

※退職手当＝退職時の給料月額×支給率＋調整額。

◆特別職、教育長の給料などの状況（平成１９年４月１日現在）

期末手当の支給割合月　額区　　　分

６月期　　　　１.９２５月分
１２月期　　　　２.３２５月分

　計　　　　　４.２５月分
（一般職と同様に加算措置があります）
※管理職手当の削減額に準じて、６月
　期末手当を、０．２月分引き下げ
　（削減額：平成１８年度は５０万円程度）

７８３，０００円市　長

給料 ６５１，０００円副市長

５５８，０００円教育長

６月期　　　　２.１２５月分
１２月期　　　　２.３２５月分

　計　　　　　４.４５月分
　　（一般職と同様に加算措置があります）

４００，０００円議　長

報酬 ３５０，０００円副議長

３２０，０００円議　員

年度中の退職者年度中の新規採用者各年４月１日の職員数

24人10人567人平成１３年度

19人11人554人平成１４年度

23人14人549人平成１５年度

24人6人532人平成１６年度

19人6人514人平成１７年度

25人9人504人平成１８年度

11人490人平成１９年度

◆職員の任免、職員数に関する状況　 （平成１９年４月１日現在）

◆一般行政職の級別職員数の状況　 （平成１９年４月１日現在）

計

７級６級５級４級３級２級１級区分

部長・次長の
職務　　　　

次長・主幹の
職務　　　　主幹の職務主査・主任の

職務　　　　主任の職務担当員の
職務　　

担当員の
職務　　

標準的な
職務内容

　
２７０人

　
９人

　
２８人

　
３３人

　
８９人

　
８０人

　
１９人

　
１２人職　員　数

　
１００．０％

　
３．３％

　
１０．４％

　
１２．２％

　
３３．０％２９．６％

　
７．０％４．５％構　成　比

◆登別市独自の給与の削減の状況
【職員】

内　　　容項　目期　　間
�５級以上の職員は、給料月額から４．２％を削減。
�４級以下の職員は、給料月額から３．２％を削減。給 料H１６．１０．１～H１９．９．３０

削減前の給料を基に算出した額から４．７％を削減。
期 末 手 当

H１６．１２～H１９．６
勤 勉 手 当

退職手当額から４．７％を削減。退 職 手 当H１６．１０．１から当分の間

部長職は１５％、次長職は１２％、主幹職は１０％を削減。管 理 職 手 当H１５．４．１から当分の間

※給料、期末勤勉手当、退職手当の削減額：１億８，０００万円程度（全会計年間ベース）。
※管理職手当の削減額：４８０万円程度（全会計年間ベース）。
※平成１７年１２月１日から削減率を改正しています。
【特別職・教育長】

内　　　容項　目期　　間

市長は給料月額の１０％、副市長、教育長は給料月額の７％を削減。給 料
H１６．４～H１９．９

上記削減後の給料月額を基に算出。
期 末 手 当

退 職 手 当H１６．４．１～H１９．９．３０

※期末手当の削減額：８７万円程度（平成１８年度）。

【嘱託員】
内　　　容項　目期　　間

給料月額から１．７％を削減。給 料H１７．４．１～H２０．３．３１

削減前の給料を基に算出した額から１．７％を削減。勤 勉 手 当H１７．６～H１９．１２

※平成１７年１２月１日から削減率を改正しています。

※市長・副市長・教育長は含まれていません。
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◆職員の服務の状況
　　職員は、地方公務員法で全体の奉仕
　者として公共の利益のために勤務し、
　職務に専念すること（服務の根本基準
　が義務付けられており、このほかに
　『法令等及び上司の職務上の命令に従
　う義務』『信用失墜行為の禁止』『秘
　密を守る義務』『政治的行為の制限』
　『争議行為等の禁止』『営利企業等の
　従事制限』などが課せられています。
　　この服務規程に違反した場合は、懲
　戒処分の対象となるほか、状況によっ
　ては刑罰の対象になる場合があります。
　　市は、交通事故防止や選挙時の服務
　規律の遵守など、機会のあるごとに職
　員へ周知しています。

◆職員の福祉、利益の保護の状況
○職員の福祉の状況について
　�平成１８年度の健康診断受診状況

　�平成１８年度の公務災害補償制度の適
　　用状況

○利益の保護の状況について
　　職員は、給与や勤務時間などの勤務
　条件に関し、公平委員会に市から適当
　な措置がとられるべきことを要求する
　ことができます。
　　また、懲戒などの処分を受けた職員
　は、公平委員会に行政不服審査法によ
　る不服申し立てをすることができます。
　　平成18年度は、職員からの措置要求
　や不服申し立ては、ありませんでした。

◆職員の勤務時間やそのほかの勤務条件
　の状況
○勤務時間　月曜日から金曜日までの９
　時から17時30分まで（勤務時間が変則
　の勤務者は、１日につき７時間45分と
　なるような割り振り）
○休憩時間　12時15分から13時まで
○休日など　土・日曜日、祝日法による
　休日、年末年始（12月31日から翌年の
　１月５日まで）
○休暇の種類　年次有給休暇、病気休暇、
　特別休暇、介護休暇（給与減額あり）

受診者数対象者数健康診断の種類

385人388人人　間　ド　ッ　グ

111人115人定期健康診断

1件適　用　件　数

◆職員の分限処分等の状況
　　平成18年度は、職員の分限処分はありませんでした。 
　　なお、市は懲戒処分に至らない訓告、厳重注意についても、
　『懲戒処分等の公表基準』に基づいて公表しています。　
【その他の処分】

処分の根拠法など人数処分事案数処分の種類

職員の懲戒処分並びに訓告及び厳
重注意の措置に関する基準

２人１件戒　　告

７人３件訓　　告

１人１件厳重注意

◆勤務成績の評定の状況について
　　市は、年１回、管理職（部長職、次長職、主幹職）を対象に
　その能力や業績について評価を行い、勤勉手当の成績率として
　反映しています。平成18年度の評定状況は、次のとおりです。

計自主研修派遣研修政策形成
能力研修特別研修専門研修基本研修区　分

４５８人３人２９人１４人２６１人６４人８７人受講者数

計Ｄ評価Ｃ評価Ｂ評価
（標準）

Ａ評価Ｓ評価区　分

９０人０人５人７６人９人０人職員数

◆職員の研修、勤務成績の評定の状況
○職員の研修の状況について
　　平成１８年度に職員が受講した研修項目、受講者数（延べ人数
　は次のとおりです。

◆部門別職員数の状況　 （各年４月１日現在）

対前年増減数職　員　数
区　　　分

H１９H１８H１７H１９H１８H１７

△　１５６６議 会

一般行政
部　　門

△　２△　２９２９２９４総務企画

１１△　２２５２４２３税 務

４△　１△　２９６９２９３民 生

△　３△　２２６２９３１衛 生

１１１労 働

△　１７７８農林水産

１１△　１１５１４１３商 工

△　４△　３△　４３８４２４５土 木

△　２△　７△　１１３０５３０７３１４小 計

△　４△　５△　４４２４６５１教 育
特別行政
部　　門 △　３△　２８５８８８８消 防

△　７△　５△　６１２７１３４１３９小 計

△　９△　１２△　１７４３２４４１４５３普通会計合計

△　１１８１８１８水 道
公営企業
等　会　計
部　　門

△　４△　１１６２０２１下 水 道

△　１３２４２５２２そ の 他

△　５２△　１５８６３６１小 計

△　１４△　１０△　１８４９０５０４５１４総　　合　　計

市職員の給与などの状況に関するお問い合わせは
人事・行政管理グループ（�○８５ １１３２）

（単位：人）

）

）
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さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

数
多
く
育
成
し
て
き
た
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
公
務
員
系
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
系
、
建
設
系
、
医
療
系
と
多
彩
な

学
科
（　

・　

ペ
ー
ジ
『
学
科
紹
介
』
を

１２

１３

ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
そ
ろ
え
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
若
者
た
ち
が
、
未
来
の
た

め
に
興
味
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

〜
大
学
３
年
次
編
入
制
度
〜

　

平
成　

年
度
に
学
校
教
育
法
の
一
部
が

12

改
正
さ
れ
、
専
門
学
校
か
ら
大
学
３
年
次

に
編
入
で
き
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
か
ら
は
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
東
京
工
科
大
学

（
姉
妹
校
）
や
室
蘭
工
業
大
学
な
ど
に
、

こ
れ
ま
で　

人
が
編
入
し
て
い
ま
す
。

35

　

今
年
度
も
２
人
の
学
生
が
編
入
試
験
に

合
格
。
室
蘭
工
業
大
学
に
は
、
９
年
連
続

で
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、
学

生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

１
年
次
か
ら
２
年
次
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
就
職
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

１
年
次
後
期
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

学
校
が
独
自
に
製
作
し
て
い
る
『
就
職
の

手
引
き
』
を
配
布
。
こ
の
冊
子
を
も
と
に

企
業
訪
問
の
仕
方
や
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
受
け
方
な
ど
就
職
活
動
に
必
要
な

基
礎
知
識
を
身
に
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、

入
社
試
験
や
面
接
に
慣
れ
る
た
め
、
就
職

模
擬
試
験
や
模
擬
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
の
方
を
招
い
た
就
職
セ

ミ
ナ
ー
や
学
内
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
合

同
企
業
説
明
会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、

学
生
の
就
職
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
内

定
を
獲
得
す
る
ま
で
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
、
登
別
市
が
Ｉ
Ｔ
特
区

18

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
工
学

院
北
海
道
専
門
学
校
の
講
座
を
履
修
し
修

了
試
験
に
合
格
す
る
と
、
国
家
資
格
の

『
基
本
情
報
技
術
者
』
と
『
初
級
シ
ス
テ

ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
』
の
午
前
試
験

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
基
本
情
報
技
術
者
（
全
道
平
均

合
格
率　

・
２
％
）
と
初
級
シ
ス
テ
ム
ア

25

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
（
全
道
平
均
合
格
率

　

・
２
％
）
の
合
格
率
が
と
も
に　

％
を

30

50

超
え
、
全
道
平
均
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し

た
。
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▲合同企業説明会



　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、
平

成　

年
度
か
ら
入
学
す
る
学
生
を
対
象
に

20
学
費
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
学
校
が
学
生
の
保
証
人

と
な
り
、
銀
行
か
ら
学
費
を
借
り
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

▼
利
用
条
件

①
入
学
を
許
可
さ
れ
た
方

②
高
校
で
の
３
年
間
の
平
均
評
定
値
が

　

３
・
０
以
上
で
、
３
年
間
の
欠
席
日
数

　

が　

日
以
内
の
方

10

③
入
学
金
や
諸
経
費
を
納
入
し
た
方

④
学
校
の
説
明
会
（
面
接
）
に
参
加
し
た

　

方
⑤
向
学
心
が
あ
り
、
卒
業
後
に
就
職
す
る

　

意
志
が
あ
る
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

創
立　

年
を
向
か
え
た
日
本
工
学
院
北

26

海
道
専
門
学
校
の
学
校
祭
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
『
笑
え
、
楽
し
め
、
燃
え
尽
き
ろ
！

で
、
高
校
生
を
対
象
に
し
た
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

工
学
院
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
工

学
院
祭
を
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
合

わ
せ
て
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
準
備
し
て
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●インテリアデザ
インコース／建築
の基礎科目をもと
に、デザイン分野
を中心に学習する
ことで、実践力の
ある建築デザイナ
ーを育成します。

●テクニカルコー
ス／ＣＡＤ設計や
各種構造、施工管
理、建築法規など
建築士や建築施工
管理技士に必要な
知識を身に付け、
各種資格の取得を
目指します。

�����

　国家・地方公務員
や消防士、警察官な
ど過去の採用試験の
問題傾向を徹底分析
して指導。１年次か
ら採用試験にチャレ
ンジします。

������

　医療秘書や医療
事務、病院管理、
病棟クラークなど
の職業を目指しま
す。患者さんの気
持ちが理解できる
人間性豊かな医療
事務スタッフの育
成を目標に、従来
の医療事務の中心だった診療報酬請求事務のほか、電
子カルテシステムや医事コンピューターシステムを導
入し、ＩＴ環境が充実している本校の特色を生かした
独自の教育を行います。地元総合病院での実習を通し
て実践力を身に付けます。

��������	
���

　東洋医学の手技と西洋医学の生理学や解剖学を重点
的に学び、実技を重視したカリキュラムで、国家試験
の合格と実践力のある 鍼灸師 を目指します。万全の国

しんきゅうし

家試験対策で高い合格率を上げています。

��������	
����

　西洋医学と日本古来の伝統的な治療方法を、理論と
豊富な実習で学びます。骨折や脱臼、ねんざを正確に
治療できるという本来の技術とともに、スポーツ分野
やリハビリテーション分野でも活躍できる能力を養成
し、国家試験の合格を目指します。

��

�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�

��
』



��������	�


　ゲーム業界
で活躍できる
実力と感性を
兼ね備えたゲ
ームクリエイ
ターを目指し
ます。

学科紹介 ��������	
�����

　国土交通省認定
の本格的な車検整
備ライン・施設を
使って実践的な授
業・実習を行い、
ＩＴやハイブリッ
ド、燃料電池など
の最新テクノロジ
ーも幅広く学びな

がら、二級自動車整備士、二級二輪自動車整備士の資
格取得を目指します。

���������	
���
���

●アニメーション
コース／アニメを
描くためのデザイ
ン基礎からＣＧを
使った高度な表現
技法までを学習。
アフレコを含め実
践的に学びます。

●ＣＧコース／映
画やゲーム、ＣＭ
などに欠かせない
３ＤＣＧ制作技術
を実習中心で学び
ます。●Ｗｅｂデ
ザインコース／平
面構成や色彩など

基礎的な表現技法から、プロが使用するアプリケーシ
ョンソフトの利用技術までを学び、デジタルクリエイ
ターやウェブデザイナーを目指します。

������

●情報システムコース／Ｉ
Ｔ時代をリードするプログ
ラマーやシステムエンジニ
アを養成。プログラミング
からシステム設計までを段
階的に学びます。●パソコ
ンビジネスコース／コンピ
ューターをビジネスでフル

に活用できる人材を育成。各種資格も学内で受験可能
で高い合格率を上げています。

��������

●電子機械・ ＣＡ 
キャ

 Ｄ コース（総務省
ド

認定）／電子・機
械・コンピュータ
ーなど工学の基礎
知識を、ロボット
や福祉機器など
『ものづくり』を
通して総合的に学
習し、各種大会に
参加することで実践力を身に付けます。

●電気工学コース
（経済産業省・国土
交通省認定）／電気
工学の基礎から応用
まで、さらには設計
施工管理・工事など
の技術を身に付けま
す。認定資格が多い
のが特徴です。

●環境土木コース 
（国土交通省認定）
／地図に残る大き
な仕事を手掛ける
土木のプロを育成。
都市環境やビオト
ープなど環境・生
態系にも配慮でき
る技術者を目指し
ます。
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い
ま
す
。

　

高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ツ
や
屋
台
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
抽
選

会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
登
別
・
室
蘭
市
内
か
ら
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月
６
日
�
・
７
日
�　
　

時

10

10

　

〜　

時
16

▼
工
学
院
祭
内
容　

学
科
展
示
（
マ
ッ
サ

　

ー
ジ
体
験
、
ゲ
ー
ム
、
パ
ネ
ル
展
示
な

　

ど
）
、
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥

　

な
ど
）
、
ラ
イ
ブ
（
バ
イ
オ
レ
ン
ト
イ

　

ズ
サ
バ
ン
ナ
、
娘
タ
ッ
チ
ほ
か
、
６
日

　

の
み
）
、
よ
さ
こ
い
・
子
ど
も
よ
さ
こ

　

い
（
７
日
の
み
）

▲バイオレントイズサバンナ
　（ボーカル：星花）

問い合わせ

日本工学院
北海道専門
学校　　　
�○８８ 0888
�○８８ 0900
ホームページ

http://www.nkhs.ac.jp/
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　８月25日�・26日�の２日間、登別温泉街で『第44
回登別地獄まつり』（市・登別観光協会主催）が開か

～爆笑お笑いライブ2007 ｉｎ のぼりべつ～
イン

�������	

　８月26日�、市民会館で『爆笑お笑いライブ2007ｉｎのぼり
べつ』（文化・スポーツ振興財団主催）が開かれました。
　この催しには、『ブーメラン学園』『上海ドール』『ヒライ
ケンジ』『森三中』『まちゃまちゃ』『笑ハンティング』の６
組（人）のお笑い芸人が登場。出演者は、テレビなどでおなじ
みの漫才を披露し、詰め掛けた観客を沸かせていました。
　観客は、「いつもテレビで見ている芸人たちのお笑いを間近
で見れてとてもおもしろかったです」と話してくれました。
　最後に行われた抽選会では、芸人さんが当たった方に直接プ
レゼントを手渡していました。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������

　９月12日�、鷲別保育所で『移動子育て支援センター』
（市主催）が開催され、親子11組が参加しました。
　同センターは、子育て支援センターが設置されていない
若草・鷲別地区に中央子育て支援センターの職員が出向き、
親子の触れ合いの場、地域の子ども同士の触れ合う場、保
護者の交流の場として定期的に開催しているもので、９月
21日には若草放課後児童クラブでも開催されました。
　若草町に住む方は、「今まで同じ年代の子どもと遊ばせ
る機会がなかったので参加しました。子どもを見ていると
人見知りもせず活発に遊んでいるので良かったです」と話
してくれました。
　なお、これまで鷲別保育所で開催されていた同センター
は、10月から鷲別公民館で開催します。

～移動子育て支援センター～��������	

れ、平成16年にまつり期間が２日間になって最多の延べ約４万500人（前
年比1,500人増）の観客がまつりを楽しんでいました。
　25日は、テープカットや登別小学校のオニッコマーチングバンド、登別
中学校吹奏楽部の演奏などで開幕。観客は、太鼓演奏に聞き入ったり、足
湯コーナーで温泉を楽しんだりしました。
　夜には、重さ１㌧ の赤鬼みこしや登別厚生年金病院の女みこし、登別
中学校のみこしを担いで練り歩く『鬼みこし暴れねりこみ』や地獄ばやし
にのって市民と観光客が踊る『鬼踊り大群舞』などで、まつりは最高潮の
盛り上がり。『エンマ大王からくり 山  車 』が登場し、穏やかな顔が憤怒の

だ し

表情に変わると詰め掛けた観客から大きな歓声が上がっていました。
　26日には、郷土芸能『熊舞』が観客を魅了したほか、トウガラシがたく
さん入った『地獄ラーメン早喰い競争』では、参加した男女１５人が口や手
を震わせながらタイムを競っていました。最後は『ファイナル花火大会』
が行われ、２日間のまつりは幕を閉じました。

～第44回登別地獄まつり～
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～三市合同施設見学会～

　９月８日�・９日�の２日間、登別漁港で『第30回登
別漁港まつり』（同実行委員会主催）が開かれ、大漁旗
を飾った漁船が岸壁に連なる中、イベントを楽しむ方や
新鮮な海の幸を求める大勢の人でにぎわいました。
　まつりは、台風の影響で開催が心配されましたが、予
定通りにスタート。海産物即売コーナーでは、たくさん
の方がカニやタラコ、ホッキ貝など新鮮で格安な海産物
を袋いっぱい買い求めていました。
　恒例となっている人気の『朝揚げサケ抽選即売会』に
は、開始前から長蛇の列。ひもの先にはサケが２匹つい
ているものやサケのほかにお酒やブリなどがついている
とあって、抽選で当たった方はどきどきしながらひもを
引いていました。雌を引き当てた参加者は「夜ごはんは
イクラ丼にしよう」と満面の笑顔で話していました。
　このほか、『ＪＡくりやま農産物即売会』や『歌謡シ
ョー』『和太鼓演奏』『花火大会』などが行われ、来場
者を楽しませていました。

～平成１９年度登別市中学生海外派遣～

　９月５日�、登別・室蘭・伊達の三市の市民を対象
とした『三市合同施設見学会』が行われ、登別８人、
室蘭16人、伊達16人の計40人が参加して室蘭市内の工
場を見学しました。
　この見学会は、となりまちの理解と市民交流を深め
ようと昭和57年から三市持ち回りで行っています。
　日本製鋼所室蘭製作所では、工場や 迎  賓  館 として利

げい ひん かん

用されている 瑞  泉  閣 を見学したほか、 鍛  刀  所 では作業
ずい せん かく たん とう じょ

途中の刀に実際に触れるなど、貴重な体験に参加者は
感激していました。
　次に見学した新日本製鐵室蘭製鐵所では、高炉や棒
鋼工場などを見学。高炉見学では、高炉のカバーが開
けられオレンジ色の炎が噴き上がると、参加者からは
大きな歓声が上がっていました。

　８月27日�、デンマークへの派遣を終えて帰国した中学生
海外派遣団（中学生５人、引率教諭２人）が、市役所を訪れ、
上野市長に帰国報告をしました。
　同派遣団は、８月19日から25日までの７日間、『友好都市
協定書』を締結しているデンマークのファボー・ミッドフュ
ン市内の家庭にホームステイしながら、学校訪問などを行い
交流したほか、歴史的な施設や文化財を見学しました。
　帰国報告では、「一回り大きくなった気がします。友だち
がいっぱいできました。楽しく交流できました。メールで交
流を続けていきたいです。最初は英語が通じず不安でしたが、
少しずつ通じるようになり楽しく過ごせました」と派遣の思
い出などを報告していました。

�������	
����

�������	

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
～第30回登別漁港まつり～

▲瑞泉閣
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人が輝き　まちがときめく

　

夫
に
内
緒
で
複
数
の
金
融
業
者
か
ら

借
り
入
れ
を
し
て
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
返

済
の
た
め
に
借
り
入
れ
を
繰
り
返
す
生

活
を
送
っ
て
い
た
。

　

借
金
を
何
と
か
し
た
い
と
考
え
て
い

た
あ
る
日
、
自
宅
に
送
ら
れ
て
き
た
大

手
金
融
機
関
の
『
低
金
利
、
債
務
一
本

化
』
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
見
て
融

資
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
翌
日
担
当

者
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
「
登
録
料
が
必

要
で
す
。
そ
の
お
金
は
融
資
の
と
き
に

返
還
し
ま
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
す
ぐ
に

振
り
込
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
「
登
録
の
エ
ラ
ー
が
出
た

の
で
も
う
一
度
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
再
び
振
り
込
ん
だ
が
、

融
資
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
市
の
相
談
室
に
相
談
し
、

架
空
の
業
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

が
、
す
で
に
電
話
も
通
じ
な
か
っ
た
。

　

貸
し
ま
す
詐
欺
は
、
こ
ん
な
手
口
で

多
重
債
務
者
や
低
所
得
者
を
狙
い
、

『
お
金
を
貸
し
ま
す
』
と
い
っ
た
内
容

の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル

を
送
り
つ
け
、
融
資
す
る
前
に
登
録
料

や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

Group

制
作
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
作
品
だ
と

１
回
の
活
動
で
、
大
き
い
作
品
で
も
３

回
の
活
動
で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
は
年
１
回
の
文
化
祭
の
出
展
に

向
け
て
作
品
を
制
作
中
で
す
」
と
山
田

さ
ん
は
会
の
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

平
成　

年
に
入
会
し
た 
古  
名 
ヨ
シ
エ

ふ
る 

な

10

さ
ん
は
「
お
寺
へ
お
参
り
に
行
っ
た
と

き
、
飾
っ
て
い
た
和
紙
の
会
の
作
品
が

気
に
入
り
入
会
し
ま
し
た
。
最
初
の
作

品
が
で
き
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
自
宅
に
飾
っ
た
作
品
を
訪

れ
た
方
が
褒
め
て
く
れ
る
の
が
と
て
も

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
友
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま

す
し
、
今
は
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
山
田
さ

ん
（
�
○86
 

４
２
５
４
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

『
和
紙
の
会
』
は
、
平
成　

年
に
図

10

書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
ち
ぎ
り
絵
を

見
て
、
自
分
た
ち
も
作
っ
て
み
た
い
と

思
い
、
お
寺
で
知
り
合
っ
た
仲
間
が
中

心
と
な
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は
６
人
で
、
毎
月
第
１

金
曜
日
の
９
時　

分
か
ら
婦
人
セ
ン
タ

30

ー
で
、
ち
ぎ
り
絵
や
和
紙
工
芸
、
押
し

絵
、
張
り
絵
な
ど
、
和
紙
を
使
っ
た
作

品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

「
和
紙
は
色
紙
と
違
っ
て
、
や
わ
ら

か
さ
や
温
か
さ
が
あ
り
、
重
ね
れ
ば
奥

行
き
感
を
表
現
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

今
は
主
に
ち
ぎ
り
絵
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
細
か
い
作
業
は
手
先
の

器
用
な
日
本
人
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
ろ
え
る
の
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
と

は
さ
み
と
の
り
だ
け
で
、
和
紙
な
ど
は

会
で
用
意
し
ま
す
」
と
話
す
の
は
代
表

の 
山  
田 
は
つ
子
さ
ん
。

や
ま 

だ

　

「
毎
回
イ
メ
ー
ジ
を
決
め
て
作
品
を

日本の伝統的な和紙の持
つやさしさに心が和みま
す

和紙の会

○
甘
い
誘
い
に
要
注
意

　
　

『
低
金
利
・
高
額
貸
付
』
や
『
債

　

務
一
本
化
』 
と
い
っ
た
甘
い
誘
い

　

文
句
の
広
告
、
取
り
引
き
関
係
の
な

　

い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送
ら
れ
て
く
る

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル

　

な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
詐
欺
の
手
口

　
　

融
資
を
受
け
る
前
に
さ
ま
ざ
ま
な

　

口
実
で
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
。

　

正
規
の
金
融
機
関
が
、
融
資
実
行
前

　

に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
は
絶

　

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
多
重
債
務
は
解
決
で
き
ま
す 

　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
サ
ラ

　

金
か
ら
借
金
を
重
ね
、
返
済
が
困
難

　

に
な
る
と
い
っ
た
多
重
債
務
に
陥
る

　

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
多
重
債
務
は

　

必
ず
解
決
で
き
ま
す
の
で
、
借
金
返

　

済
の
た
め
の
借
金
は
せ
ず
に
、
で
き

　

る
だ
け
早
く
市
の
消
費
生
活
相
談
窓

　

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

　

ー
プ
（
�
○85
 

３
４
９
１
）

　

今
月
号
か
ら
、
『
福
祉
（
高
齢
・
介

護
・
障
が
い
）
の
窓
』
に
替
わ
り
、
消

費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
の
紹

介
や
注
意
を
喚
起
す
る
『
う
ま
い
話
に

ご
用
心
』
を
掲
載
し
ま
す
。



『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

▼
日
時　
　

月　

日
�
…　

時
ま
で
、　

10

26

20

10

　

月　

日
�
・　

日
�
…
９
時
か
ら　

時

27

28

17

　

ま
で

▼
場
所　

税
務
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁

　

舎
１
階
３
番
窓
口
）

※
市
税
の
ほ
か
、
給
食
費
、
公
営
住
宅
料
、

　

保
育
料
な
ど
の
税
外
金
の
納
付
相
談
も

　

お
受
け
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

１
１
５
５
）

　

今
後
の
雇
用
政
策
な
ど
を
立
て
て
い
く

上
で
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
全
国
か

ら
抽
出
さ
れ
た
約　

万
世
帯
の　

歳
以
上

45

15

の
方
を
対
象
に
、
就
業
に
関
す
る
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

１
１
３
０
）

　

市
役
所
本
庁
舎
内
１
階
市
民
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
横
に
設
置
し
て
い
た
郵
便
ポ
ス

ト
を
正
面
玄
関
横
（
屋
外
）
に
移
動
し
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

１
１
３
０
）
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●１８ 　学校公開日『ふれあいＤＡＹ』

　　にお越しください

●１８ 　税源移譲による市・道民税への経過

　　措置が設けられました

●１９ 　国民健康保険被保険者証

　　の更新を行います

●１９ 　返還墓地の再貸し付けを行います

●２３ 　合同行政相談所を

　　開設します

●２５ 　クリンクルセンターからのお知らせ

●２８ 　北海道登別明日中等教育学校

　　オープンスクールを開催します

●２９ 　消防本部・消防署からのお知らせ

●３０ 　市立図書館からのお知らせ

�������

●２０ 　健康相談･診査

●２１ 　１１月の集団予防接種

●２３ 　無料法律相談･くらしの無料相談

●２５ 　１１月の粗大ごみ収集

●２８ 　１０月の歯科救急医療

●３０ 　１０月の市立図書館行事

●３１ 　今月の新着図書

●３１ 　不用品ダイヤル市

　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上
の
方
に
、

65

介
護
予
防
に
役
立
つ
か
ろ
や
か
体
操
や
食

生
活
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め

た
『
か
ろ
や
か
ポ
ス
タ
ー
』
を
作
成
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
介
護
予
防
に
役
立
て
て
く
だ

　固定資産税・都市計画税（第３期）と国
民健康保険税（第５期）、介護保険料（普
通徴収第４期）の納期限は10月31日�です。
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すので、ご利用ください。

▼問い合わせ　税務Ｇ（�○８５ １１５５）、
　国保・年金Ｇ（�○８５ １７７１）、 高齢
　介護Ｇ（�○８５ ５７２０）

忘れずに納めましょう
～納期限は１０月３１日（水）です～

�������

１０月
土金木水火月日
654321
１３１２１１１０987
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

市
税
の
夜
間
、
土
・
日
曜
日
納
税

窓
口
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

さ
い
。

▼
配
布
場
所　
　

月
１
日
�
か
ら
高
齢
・

10

　

介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
第
２
庁
舎
１

　

階
）
、
各
支
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
で
配
布
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

５
７
２
０
）

・

��

　

月
１
日
現
在
の

１０就
業
構
造
基
本
調
査
を
行
い
ま
す

１１月
土金木水火月日
321
１０987654
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８

３０２９２８２７２６２５

市
役
所
本
庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る

郵
便
ポ
ス
ト
を
移
動
し
ま
し
た

か
ろ
や
か
ポ
ス
タ
ー
を

配
布
し
ま
す

市役所本庁舎 市役所本庁舎 
 
正面玄関 正面玄関 

公衆 
電話 
公衆 
電話 

ポスト新設 
場所 

道道弁景　幌別線 



問い合わせ

税務グループ（�○８５ １１５５）

　税源移譲に伴う所得税

の税率減少により、住宅

ローン控除限度額が納め

る所得税額より大きくな

り、所得税から控除しき

れなくなる場合がありま

す。

　このため、平成１１年から平成１８年までに入居した

方に限り、税源移譲前の税率で計算された所得税額

で控除できた額との差額を、平成２０年度以降の市・

道民税の所得割額からも控除できるようになりまし

た。

　この経過措置を受けるには、その年の３月１５日

（平成２０年は３月１７日（月））までに、市へ申告する必

要があります。

　平成１８年分の所得税が課税されていた方が、平成

１９年分の所得税が課税されなくなった場合、平成１９

年度分の市・道民税額を税源移譲前の税率で計算し

た市・道民税額まで減額する経過措置が設けられま

した。

　この経過措置を受けるには、平成２０年７月１日（火）

から７月３１日（木）までに、平成１９年１月１日現在に住

んでいた市町村へ申告をする必要があります。

※いずれも詳しくはお問い合わせください。

　
　

月
の
子
育
て
啓
発
週
間
は
、
日
ご
ろ
、

10
忙
し
い
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
親
子
で

触
れ
合
い
を
楽
し
む
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し

ま
す
。

◎
子
育
て
啓
発
週
間
中
に
行
わ
れ
る
催
し

　

物
�
お
や
つ
作
り
（
申
し
込
み
終
了
）

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時　

し
ん
た

10

16

10

12

　
　

調
理
室

21
�
移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時　

若
草
放

10

17

10

12

　

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

�
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時　

中
央
子

10

20

10

12

　

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
G

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

５
６
３
４
）

　

『
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
』
の
取
り
組

み
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
学
校
の
様
子
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
観
で
き
ま
す
。

▼
月
日
・
学
校

�　

月
１
日
�
…
幌
別
西
・
幌
別
東
・
青

11

　

葉
・
鷲
別
・
若
草
・
登
別
・
富
岸
小
学

　

校
、
西
陵
・
鷲
別
・
登
別
・
緑
陽
中
学

　

校

��

�　

月
２
日
�
…
幌
別
小
学
校
、
幌
別
中

11

　

学
校

▼
公
開
時
間　

９
時　

分
〜　

時　

分

30

14

30

▼
持
ち
物　

上
履
き

※
直
接
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
Ｇ
（
�
○８８
 

１

　

１
６
２
）
ま
た
は
各
小
・
中
学
校

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

20

児
童
の
健
康
診
断
（
簡
易
テ
ス
ト
含
む
）

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
健
康
診
断
は
、
入
学
に
当
た
っ
て

の
健
康
指
導
や
入
学
後
の
保
健
指
導
な
ど

に
役
立
て
る
大
切
な
も
の
で
す
。
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
に
住
民
票
の
あ
る
、
平
成

　
　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

年
４
月
１

13

14

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

※
対
象
と
な
る
児
童
の
い
る
世
帯
に
は
、

　
　

月
上
旬
に
封
書
で
ご
案
内
し
ま
す
が
、

10

　
　

月
５
日
�
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は

10

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○88
 

１
１
６
２
）

　

月　

日　

〜　

日　

は

１０

１５

（月）

２０

（土）

子
育
て
啓
発
週
間

学
校
公
開
日
『
ふ
れ
あ
い
Ｄ
Ａ
Ｙ
』

に
お
越
し
く
だ
さ
い

情報あらかると

 
必
ず
受
診
を

『
新
入
学
児
童
健
康
診
断
』

税源移譲による市・道民税への経過措置が設けられました

■住宅ローン控除 ■年度間の所得変動のための
　経過措置

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

デ

イ



��

情報あらかると

▼
利
用
期
間　

４
月
上
旬
〜　

月
下
旬

11

　

（
天
候
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
）

▼
利
用
時
間　

９
時
〜　

時
17

▼
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通

　

学
し
て
い
る
方

▼
使
用
料　

無
料

※
ク
ラ
ブ
や
ボ
ー
ル
は
各
自
で
持
参
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
パ

　

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
同
好
会
・
渡
辺
さ
ん

　

（
�
○85
 

１
８
８
５
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分
〜　

10

13

10

30

13

　

時　

分
30

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
内
容　

太
鼓
、
郷
土
芸
能
、
と
き
め
き

　

大
学
・
婦
人
短
期
大
学
専
修
課
程
に
よ

　

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
、

　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
魚
拓
・
陶
芸
の

　

学
び
コ
ー
ナ
ー
、
竹
と
ん
ぼ
・
ブ
ー
メ

　

ラ
ン
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
そ
ば
・

　

う
ど
ん
の
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
昔
の
食
べ

　

物
コ
ー
ナ
ー
（
せ
ん
べ
い
）
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○88
 

１
１
２
９
）

　

市
道
カ
ル
ル
ス
路
線
の
通
行
止
め
を
次

の
期
間
解
除
し
ま
す
。

　

解
除
区
間
は
引
き
続
き
工
事
中
の
た
め
、

一
部
砂
利
道
と
な
っ
て
い
ま
の
で
、
注
意

し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
解
除
期
間　
　

月　

日
�　

時
〜　

月

10

25

10

11

　
　

日
�　

時

30

17

▼
区
間　

登
別
カ
ン
ト
リ
ー 
倶  
楽  
部 
付
近

く 

ら 

ぶ

　

〜
ホ
テ
ル
岩
井
付
近

▼
問
い
合
わ
せ　

土
木
公
園
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

３
２
６
０
）

　

今
年
最
後
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

14

10

15

▼
場
所　

亀
田
記
念
公
園
多
目
的
広
場

　

（
亀
田
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
）

▼
大
き
さ　

１
区
画
２
×
３
㍍

▼
参
加
料　

１
区
画　

円
500

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

亀
田
記
念
公
園
管
理
事

　

務
所
（
�
○86
 

２
５
１
１
）

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

市
道
の
通
行
止
め
を

解
除
し
ま
す

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す

▼対象　市内に住民票のある、墓地使用権をお持ちでない方

▼貸し付け条件　３年以内に墓碑を建立される方

▼申込期間　10月15日�～22日�（土・日曜日を除く）

▼申込方法　市役所本庁舎１階市民サービスグループ（２番窓
　口）に備え付けの申込書に必要事項を記入し、提出してくだ
　さい（印鑑、住民票抄本が必要です）
※申し込みは１世帯につき１区画とし、申し込みが複数となっ
　た場合は、後日抽選を行います。
※第二富浦墓地については、上記の期間にかかわらず、随時、
　貸し付けを行っています。

�������	
�����

　　　　　市民サービスグループ（�○８５ 1855）

１区画当たり貸　付
区画数

造成
年度貸付墓地

合　計管理清掃手数料使用料面　積

225,000円25,000円200,000円5.0 
平方㍍

３区画Ｓ6１
亀　田　霊　園

１区画Ｓ62

186,000円30,000円156,000円6.0 
平方㍍３区画

Ｓ50
富　浦　墓　地

124,000円20,000円104,000円4.0 
平方㍍１区画

68,250円11,250円57,000円2.25
平方㍍２区画

198,000円30,000円168,000円6.0 
平方㍍５区画Ｓ54

360,000円60,000円300,000円12.0 
平方㍍１区画Ｓ45中登別墓地

 

　１０月３１日が有効
期限の国民健康保
険被保険者証の更
新を行います。
　新しい被保険者
証は、世帯主の方
へ郵送します（１０
月中旬郵送予定）。
　ただし、納税相談の必要な方や被保険者
証の記載内容に変更があり、届け出が必要
な方については交付できない場合がありま
す。
　また、修学や旅行などで遠隔地証が必要
な方は、国保・年金グループ（市役所１階
４番窓口）または各支所に新しい被保険者
証と印鑑を持参し、申請してください（修
学の場合は、在学証明書が必要となります
のであらかじめご用意ください）。
　１０月３１日（水）までに被保険者証が届かない
場合はお問い合せください。

国民健康保険被保険者証
の更新を行います

問い合わせ
国保・年金グループ（�○８５ 1771）

申 し 込 み
問い合わせ



��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

１１

２８

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育
児

　

相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

▼
月
日　
　

月　

日
�

１１

２８

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１０

１５

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の
相

　

談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

１１

２２

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
６
月　

日
〜
平
成　

１９

１６

１９

　

年
７
月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

１５

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

１１

１４

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
４
月
生
ま
れ
の
お
子

１８

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計
測
、

　

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
相
談
、

　

フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者　

円
）

８００

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

　

の
歯
ブ
ラ
シ

◎
３
歳
児
健
康
診
査

▼
月
日　
　

月
１
日
�
（
時
間
は
、
対
象

１１

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お
子

１６

１０

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

　

の
歯
ブ
ラ
シ

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

受付時間対　　象クラス

１０：１５～

１０：３０

平成１９年３月生
まれで第２子目
以降のお子さん

ひ よ こ
く ら す

１２：４５～

１３：００

平成１９年３月生
まれで第１子目
のお子さん　�

もぐもぐ
く ら す

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������������������������������������������������
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�
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�
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�
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�
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������
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日
本
赤
十
字
社
で
は
、
１
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
の
幼
児
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の

予
防
や
救
命
・
応
急
手
当
、
病
気
へ
の
対

処
法
で
あ
る
『
幼
児
安
全
法
』
短
期
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

27

10

12

　

（
受
け
付
け
９
時　

分
〜
）

30

▼
場
所　

し
ん
た　
21

▼
対
象　

幼
児
安
全
法
に
関
心
の
あ
る
方

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　

無
料

※
託
児
あ
り
ま
す
（
申
し
込
み
が
必
要
）
。

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

10

18

　

で
日
本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

　

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
�
○85
 

１
９
１
１
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時　

10

20

13

14

30

　

分
（
受
け
付
け　

時　

分
〜
）

12

40

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
演
題
『
学
校
現
場
か
ら
、
今
、
感
じ
る

　

子
ど
も
た
ち
』

▼
講
師　
 
加  
賀  
谷  
真  
由  
美 
さ
ん
（
壮
瞥
町

か 

が 

や 

ま 

ゆ 

み

　

立
壮
瞥
中
学
校
教
頭
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

60

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

10

17

　

で
登
別
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー
（
し
ん
た　

内
�
○85
 

０
０
３
３
）

21

　

難
病
療
養
者
の
身
体
状
況
の
悩
み
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
自
分
に
合
っ
た
福
祉
用
具

を
理
解
す
る
た
め
に
、
福
祉
用
具
に
つ
い

て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分
〜　

10

18

13

30

16

　

時
▼
場
所　

室
蘭
市
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

　

ー
（
室
蘭
市
東
町
２
丁
目
１－

６
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

10

11

　

で
室
蘭
保
健
所
健
康
推
進
課
（
�
○２４
 

９

　

８
４
３
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時　

10

23

10

12

30

　

分
▼
場
所　

し
ん
た　

調
理
室

21

▼
対
象　

男
性
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
内
容　

ヘ
ル
シ
ー
カ
ツ
、
小
松
菜
と
に

　

ん
じ
ん
の
ご
ま
ソ
ー
ス
、
き
の
こ
の
味

　

噌
汁
ほ
か

▼
参
加
料　
　

円
600

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

10

20

　

で
安
達
さ
ん
（
�
○85
 

７
８
４
５
）

赤
十
字
『
幼
児
安
全
法
』

短
期
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

『
子
育
て
支
援
講
演
会
』
を

開
催
し
ま
す

第
２
回
難
病
医
療
研
修
会

を
開
催
し
ま
す

『
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
』

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
主
催
〜
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【接種上の注意】
�通院中の方は接種してよいか主治医と相談してく
　ださい
�必ず母子健康手帳を持参してください
※予防接種は無料で受けられます。
※年間日程表は、接種場所やしんた２１で配布してい
　ます。

　妊婦さん同士の情報交換や先輩ママの体験談を聞
くなど、楽しい時間を過ごしませんか。
　お父さんになる方やご家族もぜひご参加ください。

※３回目は夜間コース・日曜コースのいずれかの参
　加となります。

▼場所　しんた２１

▼対象　１・２回目…妊婦のみ、３回目…妊婦（家
　族も参加できます）

▼申し込み　１０月３日（水）から１７日（水）（土・日曜日、
　祝日を除く）までに電話でお申し込みください

▼日時　１０月１２日（金）　９時３０分～１１時３０分

▼場所　市役所第２庁舎前

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、突然の心停止
の際に心臓に電気ショックを与えて、正常なリズム
に戻すための医療機器です。
　これまで使用できるのは医師や救急救命士に限ら
れていましたが、平成１６年から一般市民も使えるよ
うになりました。
　日本では、救急車の到着まで平均約６分かかりま
す。心停止を起こした方の救命率は、救急措置が１
分遅れるたびに約１０％の割合で低下します。救急現
場に居合わせたわたしたちが、どれだけ早く救命措
置を行うかが生死を分けることになります。
　ＡＥＤは音声ガイドに従って操作すると、心電図
を自動解析し、必要な方にのみ電気ショックを流す
仕組みになっています。
　救急車が到着するまで救命措置に努めましょう。
　市は、次の公共施設４６カ所にＡＥＤを設置してい
ます。
【設置場所】

１１月の集団予防接種（BCG）
接種回数対　　象日　　時場　　所

１回接種
市内に住民票のある
出生直後から６カ月
未満児　　　　　　

１１月８日（木）
１２：４５～１３：１５し　ん　た　２１

１１月２１日（水）
１２：４５～１３：１５鷲別公民館

すこやかマタニティ教室に
参加しませんか

血液が不足しています
献血にご協力ください

定員
（申込順）内　　　容時　間開　催　日

２０人妊婦体操・授乳体験・
先輩ママとの交流など

１３：３０～
　１５：３０

１回目
１０月１９日（金）

２０人妊娠期の食生活のお話
など　　　　　　　　

１３：３０～
　１５：３０

２回目
１０月２６日（金）

１０組 沐浴 やおむつ交換など
もくよく

の実習・パパの妊婦体
験など　　　　　　　

１８：３０～
　２０：３０

３回目（夜間コース）
１０月３０日（火）

１５組１０：００～
　１２：００

　　　（日曜コース）
１１月１１日（日）

ＡＥＤの設置個所が増えました
～一秒でも早く救命措置を～

総合体育館 
市民プール 
岡志別の森運動公園
 
富士保育所 
鷲別保育所 
幌別東保育所 
栄町保育所 
登別保育所 
のぞみ園

登別児童館 
富浦児童館 
幌別児童館 
常盤児童館 
富士児童館 
富浜児童館 
鷲別児童館 
美園児童センター
青葉児童クラブ

登別市青少年会館
鷲別青少年会館
富岸青少年会館
登別東青少年会館

体育施設

　
保育所
ほか

児童館
ほか

青少年
会館

市役所本庁舎
しんた２１
市民会館 
鷲別公民館
登別温泉ふれあいセンター
婦人センター
若草つどいセンター
労働福祉センター
クリンクルセンター
ふぉれすと鉱山
札内高原館

幌別中学校
西陵中学校
鷲別中学校
登別中学校
緑陽中学校

幌別小学校
幌別西小学校
幌別東小学校
鷲別小学校
若草小学校
富岸小学校
青葉小学校
登別小学校

公共施設

中学校

小学校



情
報
提
供
や
教
育
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
高
等
盲
学
校

　
　
　
　
　

（
�　

－

　

－

７
１
０
７
）

011

561

▼
訓
練
科
・
課
程
・
定
員
な
ど

▼
課
程
・
受
付
期
間
・
選
考
日

▼
問
い
合
わ
せ　

道
立
室
蘭
高
等
技
術
専

　

門
学
院
（
�
○４４
 

３
５
２
２
）
ま
た
は
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
む
ろ
ら
ん
（
�
○22
 

８
６
８

　

９
）

��

情報あらかると

　

�
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生

労
働
省
の
委
託
を
受
け
て
労
災
保
険
制
度

・
労
災
補
償
に
関
す
る
ご
相
談
を
無
料
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
場
所　

Ｎ
Ｓ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
テ
ー
ジ
札
幌

　

（
札
幌
市
北
区
北
７
条
西
１
丁
目
２－

　

６
）

▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０－

　

－120

　
　
208

▼
相
談
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

▼
問
い
合
わ
せ　

�
労
災
保
険
情
報
セ
ン

　

タ
ー
（
�　

－

　

－

６
４
２
３
、
�　

011

746

011

　

－

　

－

６
４
２
８
）

746

　

厚
生
労
働
省
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
に

労
働
保
険
制
度
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

　

月
を
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
と
定
め

10て
い
ま
す
。
労
働
保
険
未
加
入
の
事
業
主

の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
い
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
に
は
、
次
の

方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
事
業
主
が
手
続
き
す
る
方
法

�
労
働
保
険
事
務
組
合
に
委
託
し
て
手
続

　

き
す
る
方
法

�
社
会
保
険
労
務
士
に
依
頼
し
て
手
続
き

　

す
る
方
法

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

　

（
�
○23
 

６
１
３
１
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
む
ろ
ら
ん
（
�
○22
 

８
６
８
９
）

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目

的
と
し
て
、
原
動
機
付
き
自
転
車
を
含
む

す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障

法
）
。

　

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い　

c
c
以
下

250

の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
き
自
転
車
・
軽
二

輪
自
動
車
）
は
、
有
効
期
限
切
れ
、
か
け

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
運
輸
局
室
蘭
運

　

輸
支
局
（
�
○44
 

３
０
１
２
、
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ：

http://w
w
w
.jibai.jp

）

　

北
海
道
高
等
盲
学
校
で
は
、
両
眼
の
視

力
が
０
・
５
程
度
ま
で
の
方
や
視
力
以
外

の
視
機
能
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

障
が
い
に
応
じ
た
教
育
支
援
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

労
災
保
険
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
z01-hokkai

　
do@
rousai-ric.or.jp

　

月
は
『
労
働
保
険
適
用

１０促
進
月
間
』
で
す

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

道
立
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

平
成　

年
度
学
生
募
集

２０
応　募　資　格訓練 

期間定員課程訓練科

高等学校卒業
（ 卒 業 見 込
み）の方、ま
たはこれと同
等以上の学力
を有すると認
められる方　1年

２０人

普通

機　械　科

２０人溶　接　科

３０人観　　　光 
ビジネス科

中 学 校 卒 業
（ 卒 業 見 込
み）の方　　

２０人

短期

配　管　科

２０人塗　装　科

選考日受付期間課程

１２月３日（月）
１１月１日（木） 

～
　　２０日（火）

普通

平成２０年 
２月４日（月）

１２月１日（土） 
～ 

平成２０年１
月２０日（日）　　

短期

北
海
道
高
等
盲
学
校
の
ご
案
内



��

情報あらかると

　

北
海
道
労
働
局
の
各
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー
は
、
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
、

配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
い
じ
め
な
ど
）
を

迅
速
に
解
決
す
る
た
め
、
個
別
労
働
紛
争

の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
総
合
労
働
相
談
コ

　

ー
ナ
ー
（
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署
内
�

　

○23
 

６
１
３
１
）

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
に
、
合
同
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な

ど
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◎
秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

10

15

21

◎
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

25

11

16

※
相
談
の
受
け
付
け
は
、　

時　

分
ま
で

15

45

　

で
す
。

▼
場
所　

ア
ー
ニ
ス

▼
受
け
付
け
内
容　

税
金
、
年
金
、
健
康

　

保
険
、
登
記
、
供
託
、
戸
籍
、
不
動
産

　

取
引
、
不
動
産
賃
貸
、
市
政
、
行
政
一

　

般
な
ど

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
管
区
行
政
評
価

　

局
行
政
相
談
課
（
�　

－

　

－

１
８
０

011

709

　

３
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分
〜　

10

24

10

30

15

　

時
▼
場
所　

ポ
ス
フ
ー
ル
室
蘭
２
階
文
化
ホ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
解
決
へ
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す

申し込み・問い合わせ
市民サービスグループ
（�○８５ １８５５）

▼日時・場所　①鉄南ふれあいセ
　ンターでの相談…１１月１７日（土） 
　９時３０分～１２時、②弁護士事務
　所での相談…日時は市民サービ
　スグループにお問い合わせくだ
　さい

▼内容　交通事故や金銭貸借、損
　害賠償、離婚などの法律問題
※裁判や調停中のもの、同じ方に
　よる同一内容の相談はお受けで
　きません。

▼担当弁護士　 芝  垣  美  男 弁護士
しば がき よし お

▼定員　各６人（申込順）

▼申込期限　１０月３０日（火）

▼日時　１０月２７日（土）　９時３０分～
　１２時

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼内容　相続や遺言、各種契約な
　どで官公署に提出する書類の相
　談

▼定員　１０人（申込順）

▼申込期限　１０月２６日（金）　
※直接会場にお越しいただいても
　相談できますが、できるだけ事
　前にお申し込みください。

　市民生活や消費生活に関する相
談も随時、市民サービスグループ
で受け付けています。
　また、ＤＶに関する相談も受け
付けていますので、もし、あなた
が配偶者や恋人から暴力を受けて
いるなら、一人で悩まず相談して
ください。
　なお、消費生活に関する相談は、
登別消費者協会（労働福祉センタ
ー内・�○８５ ８３０７）でも受け付
けています。

 

無料法律相談

くらしの無料相談

そのほかの相談

～北海道行政書士会室蘭支部主催～

　

ー
ル

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

宮
崎
司
法
書
士
事
務
所

　

（
�
０
１
４
２
○２１
 

２
６
６
１
）

　

平
成　

年
５
月
ま
で
に
裁
判
員
制
度
が

21

始
ま
り
ま
す
。

　

実
際
に
裁
判
員
が
選
ば
れ
る
過
程
か
ら

裁
判
員
や
裁
判
官
が
評
議
を
重
ね
て
判
決

を
出
す
ま
で
の
具
体
的
な
手
続
き
の
流
れ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分
〜　

10

24

18

30

20

　

時　

分
15

▼
場
所　

札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭
支
部

　

（
室
蘭
市
日
の
出
町
１
丁
目　

－

　

）

18

29

▼
定
員　
　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

40

　

抽
選
を
行
い
受
講
者
に
『
受
講
票
』
を

　

送
付
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

10

15

　

（
平
日
の
８
時　

分
〜　

時
）
で
札
幌

30

17

　

地
方
裁
判
所
室
蘭
支
部
（
�
○44
 

６
７
３

　

３
）

　

土
地
や
建
物
、
金
銭
、
家
庭
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　

９
時　

分
〜　

10

25

30

15

　

時
▼
場
所　

ポ
ス
フ
ー
ル
室
蘭
２
階
文
化
ホ

　

ー
ル

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭

　

支
部
（
�
○44
 

６
７
３
３
）

合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

相
続
登
記
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

〜
札
幌
司
法
書
士
会
室
蘭
支
部
主
催
〜

第
４
回
裁
判
所
市
民
講
座

『
え
！
私
が
裁
判
員
？
〜
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
あ
な
た
の
正
義
〜
』

『
無
料
調
停
相
談
会
』
を

開
催
し
ま
す

〜
室
蘭
調
停
協
会
主
催
〜



��

情報あらかると

子育て支援センターからのお知らせ
 

▼月日・時間・場所

※直接会場にお越しください。

▼対象　市内に居住する小学校
　入学前のお子さんとその保護
　者

▼内容　絵本と遊具を使った自
　由遊びなど

▼持ち物　上靴（子ども・保護
　者とも）

▼問い合わせ　中央子育て支援センター

▼日時　１１月７日（水）　１０時～１２時

▼場所　婦人センター２階

▼対象　市内に居住する１歳６カ月～小学校入学前
　のお子さんとその保護者

▼定員　３０組程度（申込順）

▼参加料　無料
※動きやすい服装でご参加ください（外靴で入れま
　す）。

▼申し込み　１０月２２日（月）から２６日（金）までに電話（９
　時～１７時）で登別子育て支援センター

▼日時　１０月２０日（土）　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター

▼対象　小学校入学前のお子さんとそのお父さん

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど
※直接会場にお越しください。
※駐車場があります。

▼問い合わせ　中央子育て支援センター

▼開催日・対象・内容

▼時間　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター

▼定員　各１０組程度（申込順）

▼参加料　無料

▼申し込み　１０月９日（火）から１２日（金）までに電話（９
　時～１７時）で中央子育て支援センター
※定員になり次第、締め切らせていただきます。
※初めて参加する親子を優先します。

移動子育て支援センターを開設します

『親子であ・そ・ぼ』
ミニミニオリンピックを開催します

お父さんと遊ぼうを開催します

『あそびの広場』に参加しませんか

場　　　所時　　間月　　日

鷲別公民館　　　　１０：００～１２：００１０月１１日(木）

若草放課後児童クラブ１０：００～１２：００１０月１７日(水）

２歳児グループ１歳児グループ区分

１１月１日（木）から１１月２９
日（木）までの毎週木曜日
（５回）　　　　　　

１０月３０日（火）から１１月２７
日（火）までの毎週火曜日
（５回）　　　　　　

開催日

２歳６カ月～３歳６カ
月のお子さんとその保
護者　　　　　　　　　

1歳６カ月～２歳５カ
月のお子さんとその保
護者　　　　　　　　

対　象

手遊び、運動遊び、戸
外遊びなど　　　　　

手遊び、運動遊び、製
作など　　　　　　　内　容

申 し 込 み
問い合わせ

中央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）
登別子育て支援センター（�○８０ ２７７２）



��

情報あらかると

クリンクルセンターからのお知らせ

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内　�○８５ ２９５８）

▼野犬掃とう期間
　１０月１日（月）～１２月３１日（月）
※犬を放し飼いにしている
　と、野犬とみなし捕獲し
　ます。
※飼い主の方は、必ず犬をけい留して、首輪、鎖、
　けい留杭などの点検を行ってください。
犬を飼うときは、市に届け出をしてください
　生後９１日以上の犬を飼うときは登録（飼い主の名
前・住所、犬の名前・種類など）が必要です。また、
犬が死んだとき、飼い主が変更になったとき、住所
が変わったときは届け出が必要です。
※飼い犬が行方不明になったときは、室蘭警察署、
　室蘭保健所、市で保護している場合がありますの
　で、ご連絡ください。
守っていますか？飼い主のマナー
◎散歩時のふんは、必ず持ち帰り、適正に処理をし
　ましょう。
◎ペットのふんや尿のにおいは、飼い主が感じる以
　上に周囲の迷惑になります。飼育場所は、いつも
　清潔にして、においが発生しないようにしましょ
　う。
◎散歩時のリードの長さに注意し、ほかの人に迷惑
　がかからないようにしましょう。また、放して運
　動させるのは絶対にやめましょう。

　ごみの分別方法については、『ごみ分別辞典』や
『家庭ごみ収集カレンダー』でお知らせしています
が、最近、分別を間違えて出されることが多く見ら
れます。
　分別を間違えると、ごみ収集車や処理施設の故障
につながることがありますのでご注意ください。
�マッチ・花火：水に浸してから
　『燃やせるごみ』へ
�ライター：中身を使い切った後、
　金属製は『燃やせないごみ』、
　プラスチック製は『燃やせるご
　み』へ
�スプレー缶やカセットコンロの
　ガス缶：中身を使い切った後、
　ガス抜きをして『資源ごみ』へ
※ガス抜きをするときは、火気のない屋外などで行
　ってください。
※ペンキのスプレー缶は、ガス抜きをした後『燃や
　せないごみ』へ。

　～登別市衛生団体連合会主催～

▼日時　１０月１４日（日）　８時～９時
※少雨決行、雨天の場合は２１日（日）に延期します。

▼集積場所　９時までに各地区のゴミステーション
※当日は、ボランティア袋に入れた燃やせないごみ
　だけを収集します。燃やせるごみは、各地区の収
　集日に出してください。

▼分別方法　燃やせるごみと燃やせないごみの２分
　別（ペットボトルは燃やせるごみ、ビンと缶は燃
　やせないごみに分別）

�������	���
申込期間収　集　日地　区　名

１０月２２日（月）　
～１１月２日（金）

１１月５日（月）　
～１１月１０日（土）富岸町

１０月２９日（月）　
～１１月９日（金）

１１月１２日（月）　
～１１月１７日（土）若草町３・４丁目

１１月５日（月）　
～１１月１６日（金）

１１月１９日（月）　
～１１月２４日（土）

新生町５・６丁目 
若草町５・６丁目 
上鷲別町

１１月１２日（月）　
～１１月２２日（木）

１１月２６日（月）　
～１２月１日（土）若草町１・２丁目

※粗大ごみの収集は、電話で受け付けしています。
※粗大ごみは、１品ごとにごみ処理券（１枚１６０円）を
　張って出してください（１回につき５品まで）。
※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレンダー』
　にも掲載しています。また、今後の『広報のぼりべ
　つ』でもお知らせします。

申し込み　申込期間の９時～１７時（土・日曜日
を除く）に電話で㈲登和清掃（�○８８ 0200）

野犬掃とうを
行います

秋の登別クリーン作戦を
行います

ごみの分別排出にご協力ください



��

情報あらかると

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

21

10

15

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

市
民
公
開
講
座
、
模
擬
薬
局

　

（
薬
局
の
疑
似
体
験
）
、
お
薬
相
談
室
、

　

パ
ネ
ル
展
示
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

久
保
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

２
６
７
３
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜

10

25

12

▼
場
所　

く
に
も
と
内
科
循
環
器
科
２
階

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
内
容　

糖
尿
病
食
を
取
り
な
が
ら
栄
養

　

士
に
よ
る
食
事
の
説
明
、
講
演
、
相
談

　

な
ど

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

く
に
も
と
内
科
循
環
器
科

　

（
�
○86
 

０
０
９
２
）

▼
月
日　
　

月　

日
�

11

17

▼
場
所　

室
蘭
市
市
民
会
館
（
室
蘭
市
輪

　

西
町
２
丁
目
５－

１
）

▼
時
間
・
内
容
・
参
加
料

▼
申
し
込
み　

昼
食
会
は　

月　

日
�

10

31

　

（
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の　

時
〜

10

　
　

時
）
ま
で
に
電
話
（
�　

－

９
５
１

15

090

　

９－
１
８
５
８
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い

　

介
護
予
防
や
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・

改
善
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
実
証
さ
れ

て
い
る
今
注
目
の
体
操
で
す
。
講
演
会
や

体
験
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

講
演
会
…　

月　

日
�　
　

時

10

18

17

　
　

分
〜　

時　

分
、
体
験
会
…　

月　

30

19

30

10

20

　

日
�　
　

時　

分
〜　

時　

分

10

15

11

15

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

▼
講
師　
 
高  
橋  
賢  
一 
さ
ん
（
レ
イ
ン
ボ
ー

た
か 
は
し 
け
ん 
い
ち

　

体
操
考
案
者
、
明
治
学
院
大
学
名
誉
教

『
薬
と
健
康
の
週
間
』
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す

〜
室
蘭
薬
剤
師
会
主
催
〜　

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
・
水
中
体
操

講
演
会
と
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

　

授
）

▼
参
加
料　

無
料
（
体
験
会
は
別
途
市
民

　

プ
ー
ル
入
館
料　

円
が
か
か
り
ま
す
）

500

▼
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
（
体
験
会
の

　

み
）

▼
問
い
合
わ
せ　

荒
川
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○88
 

４
０
７
５
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

21

10

15

▼
場
所　

ア
ー
ニ
ス
１
階
広
場

▼
テ
ー
マ　

骨
に
つ
い
て
知
ろ
う

▼
内
容　

高
齢
者
疑
似
体
験
、
骨
密
度
測

　

定
、
体
力
測
定
、
栄
養
補
助
食
品
コ
ー

　

ナ
ー
な
ど

※　

時
と　

時
に
、
い
す
に
座
っ
て
で
き

11

14

　

る
簡
単
な
体
操
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
厚
生
年
金
病
院
庶

　

務
課
・
高
橋
さ
ん
（
�
○84
 

２
１
６
５
）

▼
日
時　
　

月
４
日
�　
　

時
〜

11

13

▼
場
所　

室
蘭
市
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

　

ー
（
室
蘭
市
東
町
２
丁
目
１

－

６
）

▼
講
師　
 
篠  
原  
正  
英 
さ
ん
（
日
鋼
記
念
病

し
の 
は
ら 
ま
さ 
ひ
で

　

院
内
科
科
長
）

▼
入
場
料　

無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

永
末
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○45
 

３
９
８
７
）

平
成　

年
糖
尿
病
食
試
食
会
を

１９

開
催
し
ま
す

第
２
回
糖
尿
病
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す

〜
西
胆
振
糖
尿
病
療
養
指
導
士
会
主
催
〜

２
０
０
７
『
健
康
展
』
を

開
催
し
ま
す

〜
登
別
厚
生
年
金
病
院
主
催
〜　

参加料内　　　容時　間

無　料展示・測定・相談コーナー１０時３０分～ 
１５時

５００円

昼食会①低カロリーの食事
※定員４０人（申込順）

１１時４５分～
１２時３０分

昼食会②低カロリー食の調理・食事
※定員２０人（申込順）

１１時～
１２時３０分

無　料

講演会『栄養過剰からくる、生
活習慣病』 

講師　 山口  康一 さん（北海道中
やまぐち こういち

央調理技術専門学校副校長）
講演会『糖尿病について』 

講師　 小  玉  俊典 さん（こだま消
こ だま としのり

化器内科クリニック院長）

１３時～
１４時３０分

医
療
講
演
会

『
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
内
科
治
療

　
　

〜
最
近
の
考
え
方
〜
』

〜　

北
海
道
難
病
連
室
蘭
支
部
〜 

（財）
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情報あらかると

▼
日
時　
　

月
５
日
�　

開
場　

時　

分
、

10

18

30

　

開
演　

時
19

▼
場
所　

室
蘭
市
市
民
会
館
（
室
蘭
市
輪

　

西
町
２
丁
目
５

－

１
）

▼
入
場
料　

前
売
り
券
2
千　

円
、
当
日

500

　

券
3
千
円

▼
入
場
券
販
売
所　

室
蘭
ギ
タ
ー
ア
ル
モ

　

ニ
イ
、
エ
ル
ム
楽
器
室
蘭
支
店
、
ぎ
ん

　

や
レ
コ
ー
ド
店
、
ぷ
ら
っ
と
て
つ
い
ち
、

　

室
蘭
工
業
大
学
生
協

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
ギ
タ
ー
ア
ル
モ
ニ

　

イ
（
�
○46
 

０
１
６
７
）

▼
作
品
種
別　

日
本
画
、
油
彩
画
、
水
彩

　

画
、
パ
ス
テ
ル
画
、 
彫
塑 
、
工
芸
（
陶

ち
ょ
う
そ

　

芸
、
染
色
、
織
物
、
葉
彩
画
に
限
り
ま

　

す
）

※
模
写
、
複
製
、
デ
ザ
イ
ン
作
品
は
除
く
。

▼
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

▼
出
品
料　

一
般
…
1
千　

円
、
高
校
生

500

　

〜
大
学
生
…　

円
500

※
大
き
さ
や
出
品
数
は
自
由
で
す
。

▼
作
品
展
示　

入
選
・
入
賞
作
品
を　

月
10

　
　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
鷲
別
公
民
館

27

29

　

に
展
示
し
ま
す

▼
申
込
方
法　
　

月　

日
�
の　

時
か
ら

10

25

12

　
　

時
ま
で
に
作
品
を
鷲
別
公
民
館
に
持

16
ギ
タ
ー
の
女
王

マ
リ
ア
･
エ
ス
テ
ル
・
グ
ス
マ
ン
の

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま
す

登
別
美
術
協
会

第　

回
公
募
展
の
作
品
を

２９
募
集
し
ま
す

　

参
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

長
田
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

９
０
６
７
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分
開
演

11

10

15

30

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
出
演
団
体　

登
別
女
声
コ
ー
ラ
ス
Ｍ
Ｆ

　

Ｃ
、
ボ
ニ
ー
ク
ラ
ッ
ク
、
女
声
コ
ー
ラ

　

ス
し
お
さ
い
、
シ
ル
バ
ー 
Ｈ
Ｇ 
、
合
唱

ハ
ー
ゲ
ー

　

団
あ
す
な
ろ
、
す
ず
か
け
コ
ー
ラ
ス
有

　

志
▼
入
場
料　

中
学
生
以
上　

円
500

▼
入
場
券
販
売
開
始　
　

月
１
日
�

10

▼
入
場
券
販
売
所　

市
民
会
館

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
合
唱
協
会
・
谷
本

　

さ
ん
（
�
○23
 

０
３
４
１
）

▼
日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�　
　

時

10

18

19

10

　

〜　

時
（　

日
は　

時
ま
で
）

16

19

15

▼
場
所　

市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ　

『
も
っ
た
い
な
い
を
合
言
葉

　

に
』

▼
内
容　

教
育
コ
ー
ナ
ー
、
環
境
コ
ー
ナ

　

ー
、
水
道
水
の
実
験
コ
ー
ナ
ー
、
試
食

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
消
費
者
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○85
 

８
３
０
７
）

文化・スポーツ振興財団からのお知らせ

▼日時　11月５日�～22日�の毎週月・木曜日　18時
　30分～20時

▼場所　鷲別公民館

▼対象　市内に居住または通勤する18歳以上の方

▼内容　初級英会話（日常的な会話）

▼講師　ブレント・ムハさん（登別市英会話指導助手

▼定員　20人（申込順）

▼参加料　2,000円

▼持ち物　筆記用具

▼申し込み　10月９日�から16日�（土・日曜日を除
　く）までに電話（９時～17時）でお申し込みくださ
　い

　広報のぼりべつ９月号の折り込みでご案内しました
『三曲演奏会』の開催日と会場が都合により変更にな
りました。

▼開催日　変更前：11月11日�→変更後：11月18日�

▼場所　変更前：市民会館→変更後：鷲別公民館

▼日時　11月９日�・16日�　13時～14時30分

▼場所　市民会館

▼対象　市内に居住または通勤する方

▼内容　花をプリザーブド加工し、クリスマスアレン
　ジを作ります

▼講師　 小  澤  樹  里 さん（文部科学省認定プリザーブド
お ざわ じゅ り

　フラワー講師）

▼定員　10人（申込順）

▼参加料　3,500円

▼持ち物　はさみ、ワイヤーペンチ、ピンセット、カ
　ッターナイフ、ごみ袋

▼申し込み　10月９日�から16日�（土・日曜日を除
　く）までに電話（９時～17時）でお申し込みくださ
　い

第　

回
登
別
市
民
文
化
祭

４３
『
第　

回
合
唱
の
つ
ど
い
』
を

２９

開
催
し
ま
す

第　

回
登
別
消
費
生
活
展
に

３０
お
越
し
く
だ
さ
い

〜
登
別
消
費
者
協
会
主
催
〜　

初心者英会話教室を開催します

）

市民文化祭　三曲演奏会の
開催日と会場が変更になります

フラワーアレンジメント教室
を開催します

申し込み・問い合わせ

文化・スポーツ振興財団
（�○８８ １１１６）



��

情報あらかると

 
▼
日
時
・
内
容
・
受
講
料

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
『 
P  
ｉ  
P 

ピ 

ッ 

ピ

　

（
ア
ー
ニ
ス
２
階
）

▼
定
員　

各
６
人
（
申
込
順
）

▼
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

　

工
藤
さ
ん
（
�
・
�
○４５
 

２
７
２
６
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

20

11

12

▼
場
所　

の
ぼ
り
べ
つ
文
化
交
流
館
『
カ

　

ン
ト
・
レ
ラ
』

▼
内
容　

シ
カ
の
角
と
ビ
ー
ズ
を
組
み
合

　

わ
せ
た
縄
文
風
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
作
成

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　
　

円
500

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

10

19

　

（　

時
〜　

時
）
で
の
ぼ
り
べ
つ
文
化

10

17

　

交
流
館
『
カ
ン
ト
・
レ
ラ
』
（
�
○84
 

２

　

０
６
９
）

縄
文
文
化
体
験
学
習

『
シ
カ
の
角
モ
ノ
作
り
』
を

開
催
し
ま
す

住所・電話番号診療所名日　時

室蘭市東町４丁目３１－５
�○４４ １３１０

小 野 瀬 歯 科 医 院

１０月７日（日）
９時～１１時

登別市富士町６丁目２０－１
�○８５ ８８５０

早 川 歯 科

室蘭市本町２丁目６－８
�○２３ ０６８０

谷 口 歯 科１０月８日（月）
９時～１１時

室蘭市高砂町５丁目３１－１２
�○４５ ８６２２

高 砂 歯 科 医 院

１０月１４日（日）
９時～１１時

伊達市錦町９２－７
�０１４２○２３ ４１０７

福 田 歯 科 医 院

室蘭市中島町３丁目１５－１
�○４４ ３３７７

由 川 歯 科 医 院１０月２１日（日）
９時～１１時

室蘭市輪西町２丁目３－５
�○４５ ６１０６

福 田 歯 科１０月２８日（日）
９時～１１時

　　　室蘭歯科医師会（�○４３ ３５２２）問　い
合わせ

１０月の歯科救急医療

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ぶ
り
主
催
〜

郷土資料館（�○８８ 1339）

▼日時　１０月２７日（土）　１０時～１２時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横

▼定員　２０人（申込順）

▼参加料　２００円（材料費）
※高校生以上は別途入館料１９０円が
　かかります。

▼申し込み　１０月２６日（金）までに電話
　（１０時～１７時）でお申し込みくだ
　さい

▼日時　１１月１０日（土）　１０時～１２時

▼場所　文化伝承館（郷土資料館横

▼定員　２０人（申込順）

▼参加料　１００円（材料費）
※高校生以上は別途入館料１９０円が
　かかります。

▼申し込み　１０月１７日（水）から電話
　（１０時～１７時）でお申し込みくだ
　さい

郷土資料館体験学習
◎『つやつや光る 滑  石 で

かっ せき

　アクセサリーを作ろう』

）

◎『フェルト手芸
　アクセサリーづくり』

）

問い合わせ
北海道登別明日中等教育学校（�○８５ 0351）

 

▼月日　１０月２７日（土）

▼時間　前期課程（小学６年生対象）１０時～１２時、
　後期課程（中学３年生対象）１４時～１６時

▼場所　北海道登別明日中等教育学校

▼内容　学校紹介、学習体験、制服・ジャージの試
　着、部活見学、質問コーナーなど
※寄宿舎への入舎を希望する場合は、見学すること
　ができます。

▼持ち物　筆記用具、上履き

▼申込方法　１０月１９日（金）までにハガキかファクス、
　メールに住所・氏名・電話番号・学校名・保護者
　名、寄宿舎見学希望の有無を記入しお申し込みく
　ださい（〒０５９－００１６登別市片倉町５丁目１８－２登
　別明日中等教育学校オープンスクール係、�：○８５ 
　０３５３、Ｅメール：akebi@hokkaido-c.ed.jp）

▼月日　１０月１１日（木）　１４時３０分～

▼場所　北海道登別明日中等教育学校

▼内容　講演
※参加ご希望の方はお問い合わせください。

北海道登別 明  日 中等教育学校
あけ び

オープンスクールを開催します

第１回教育研究大会を開催します

』

受講料内　　容日　時コース名

各３，０００円

パソコンの基礎知識、ウイン
ドウズの操作など

第１水曜日
１３時～１６時

パ　ソ　コ　ン
入門コース

ワードの基本操作、保存の仕
方

第２水曜日
１３時～１６時

ホームページの検索、お気に
入り・履歴の使い方など

第３水曜日
１３時～１６時

電子メールで画像・音楽を送
ろう、アドレス帳の作成など

第４水曜日
１３時～１６時

１,５００円ブログ・ホームページを作ろ
う

第２火曜日
１３時～１４時３０

分

パソコンの
便利な活用
コ　ー　ス

無料疑問や問題点が解決できるよ
うに一緒に考えます

第１・３火曜日
１３時～１５時

パ　ソ　コ　ン
相　談　室
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�
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
開
発
協
会
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
は
、
シ
ニ

ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月
１
日
�
〜　

日
�
の
毎
週

11

26

　

月
・
木
曜
日　
　

時　

分
〜　

時　

分

13

30

16

30

　

（
最
終
日
は　

時
〜　

時
）

13

17

▼
場
所　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
室
蘭

　

支
店
（
室
蘭
市
東
町
１
丁
目　

－

６
）

１８

▼
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
、
日
常

50

　

的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
そ

　

の
活
用
事
例
を
発
表
で
き
る
方

▼
定
員　

６
人
（
申
込
順
）

▼
受
講
料　

3
万
2
千　

円
（
講
習
代
、

500

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
ホ
ー

10

16

　

ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

阿
部
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○86
 

５
３
８
４
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

28

10

13

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所　

カ
ル
ル
ス
温
泉
駐
車
場

▼
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

　

雨
具

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電
話

10

26

　

（
９
時
〜　

時
）
で　

自
然
公
園
財
団

17

（財）

橘
湖
へ
の
森
林
浴
を
楽
し
む
会

を
開
催
し
ま
す

　

登
別
支
部
（
�
○84
 

３
１
４
１
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　

開
演　

時

10

14

16

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
内
容　

講
演
…
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
の
現

　

地
報
告
を
（
高
橋
ゆ
か
り
さ
ん
）
、
ブ

　

ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
（
登
別
青
嶺
高
校
）
、

　

合
唱
（
幌
別
中
学
校
１
年
生
）
、
琴
演

　

奏
（ 
狩  
野 

か
り 

の 
雅  
美  
都  
御  
社
中 
）
、
エ
チ
オ

ま
さ 

み 

つ 

ご 
し
ゃ
ち
ゅ
う

　

ピ
ア
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
品
物
の
展

　

示
バ
ザ
ー
、
募
金
の
受
け
付
け
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

世
界
食
料
デ
ー
登
別
大

　

会
実
行
委
員
会
事
務
局
・
高
橋
さ
ん

　

（
�
○85
 

３
５
６
２
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　

８
時　

分
〜　

10

14

30

11

　

時　

分
30

▼
集
合
場
所　

測
量
山
唐
松
平
（
室
蘭
市

▼
探
鳥
地　

測
量
山
〜
マ
ス
イ
チ
展
望
台

▼
用
意
す
る
も
の　

歩
き
や
す
い
服
装
、

　

双
眼
鏡
、
鳥
類
図
鑑
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

※
直
接
ご
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
双
眼
鏡
や
鳥
類
図
鑑
の
貸
し
出
し
も
で

　

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

日
本
野
鳥
の
会
室
蘭
支

　

部
事
務
局
・
堀
本
さ
ん
（
�
○85
 

９
３
９

　

６
）

　
　
　
　
　
（
http://w

w
w
.sni.m

nw
.

　
jp/）

第　

回
世
界
食
料
デ
ー

１６
登
別
大
会
を
開
催
し
ま
す

市
民
探
鳥
会
を
開
催
し
ま
す

〜
多
く
の
渡
り
鳥
を
観
察
し
よ
う
〜

）

問い合わせ
消防本部（�○８５ 9611）
消　防　署（�○８５ 2551）

　これからは、暖房器具の使用により火災の発生
しやすい季節になります。
　今年は８月末までに14件の火災が発生していま
す。ちょっとした油断や不注意からすべてを灰に
してしまう火災。常に火の怖さを認識し、次のこ
とに注意しましょう。
◎てんぷらを揚げるときや凝固剤を使用するとき
　は、その場を離れない。
◎家の周りに燃えやすいものを置かない。
◎寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
◎子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
◎電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
◎ストーブには、燃えやすいものを近づけない。
◎物置や車庫などは必ず施錠する。
◎外出時や寝る前は必ず火の元を確かめる。
　なお､期間中町内会や事業所などを対象に、防
火懇談会や消火訓練など、防火活動についての指
導を行っています。詳しくはお近くの消防署また
は消防支署にお問い合わせください。

▼日時　11月８日�・９日�　９時～17時（２日
　間）

▼場所　鉄南ふれあいセンター３階ホール

▼定員　50人（申込順）

▼参加料　3,000円（テキスト代を含む）

▼申し込み　10月31日�までに消防本部、消防署、
　各消防支署に備え付けの受講申請書によりお申
　し込みください

▼問い合わせ　消防本部

▼試験日　11月18日�

▼試験の種類　甲種・乙種（第１～６類）・丙種

▼最寄の試験地　苫小牧市…甲種・乙種（第１～
　６類）、室蘭市…乙種（第１～６類）・丙種

▼受験願書受付期間　10月１日�～10日�

▼受験願書請求先　消防本部、消防署、各消防支
　所

▼問い合わせ　消防本部

消防本部・消防署からのお知らせ

平成19年度登別市甲種防火管理者の
資格取得講習会を開催します

危険物取扱者試験を開催します
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申し込み・問い合わせ　市立図書館（�○８５ ４３２４）

情報あらかると
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▼
月
日　
　

月
３
日
�

11

▼
場
所　

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
試
験
実
施
部
門
と
時
間

　
　

実
技
試
験

（１）
①
ワ
ー
プ
ロ
部
門
３
級　

９
時
〜
９
時　
50

　

分
②
ワ
ー
プ
ロ
部
門
２
級　

９
時
〜　

時
10

③
表
計
算
部
門
３
級　
　

時　

分
〜　

時

10

30

11

　
　

分
15

④
表
計
算
部
門
２
級　
　

時　

分
〜　

時

10

30

11

　
　

分
30

⑤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
門
３
級　
　

時
〜　

13

14

　

時
⑥
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
門
２
級　
　

時
〜　

13

14

　

時　

分
30

▼
定
員　

各
部
門
、
各
級
と
も　

人
（
申

20

　

込
順
）

▼
受
験
料　

各
部
門
と
も
３
級
は
５
千　
100

　

円
、
２
級
は
6
千　

円
400

※
試
験
結
果
は
、
１
カ
月
後
に
郵
送
し
ま

　

す
。

▼
そ
の
他　

試
験
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

　

を
使
用
し
、
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は

　

２
０
０
３
と
し
ま
す

▼
申
し
込
み　

受
験
料
を
添
え
て
、　

月
10

　
　

日
�
ま
で
に
登
別
職
業
訓
練
協
会

17

　

（
�
○85
 

１
４
５
０
）

日
本
・
北
海
道
職
業
能
力
開
発
協
会
認
定

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
技
能

評
価
試
験
を
行
い
ま
す

�������	
��

対　象行事の内容の概要場　所日　時

幼児・
小学生

DVD上映会鷲別公民館
１０月６日(土）
１０時３０分

幼児以上読み語り『絵本劇場』市立図書館
１０月６日(土）
１３時３０分

乳児・
幼児　

おはなしくれよん『わらべ
うたと絵本』の読み聞かせ市立図書館

１０月１０日(水）
１０時３０分

幼児・
小学生

DVD上映会

市立図書館

１０月１３日(土）
１３時３０分

幼児・
小学生

おはなしぽけっと『ストー
リーテリング』

１０月２７日(土）
１３時３０分

小学生
一日司書体験（図書の貸し
出し・返却・整理・修理な
ど）※定員２人（申込順）

１０月２７日(土）
１０時３０分
～１５時　▲

参加料　無料
※幼児は、保護者同伴とします。
※『一日司書体験』は１０月２０日（土）までに電話でお申し込
　みください。
※毎週木曜日は１９時３０分まで開館時間を延長（試行）し
　ています（平成２０年３月まで）。

ふぉれすと鉱山からのお知らせ

ＮＰＯ法人モモンガくらぶ（�○８５ ２５６９）申 し 込 み
問い合わせ

▼日時　１０月２０日（土）・２１日（日）　１０時～１５時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼対象　里山づくり、森づくりに興味のある方

▼内容　里山について学び、キノコのほだ木作りな
　ど行います

▼参加料　４００円（１日の場合は２００円）

▼持ち物　野外で活動できる服装、昼食、長靴、飲
　み物、タオル、雨具など

▼日時　１０月１４日（日）　９時３０分～１５時３０分

▼コース　川又温泉方面（８㌔㍍ を歩きます）

▼参加料　５００円（高校生以下２００円）

▼内容　秋の色鮮やかな森をハイキングします

▼日時　１０月２１日（日）　１２時３０分～１４時（少雨決行）

▼場所　ふぉれすと鉱山周辺

▼参加料　３００円

▼内容　俳句の題材を探しに散策し、俳句を詠んで
　お茶を楽しみます

里山づくりボランティアリーダー養成講座

秋満喫コース
◎秋のハイキング

◎秋の 野  点 
の だて

市 立 図 書 館 か ら の お 知 ら せ

１０月から移動図書館車『こぐま号』
の巡回ステーション・時間が変更に
なります
１．新たに巡回するステーション

時　間曜　日場　所ステーション名

１５：４０～１６：１０第１・３水曜日富岸町２丁目いなほ公園

１１：２５～１１：５０第１・３金曜日栄町１丁目　栄町１丁目広場

１５：４０～１６：１０第２・４土曜日桜木町５丁目桜木広場

２．巡回を休止するステーション
時　間曜　日場　所ステーション名

１１：３０～１１：５０第１・３金曜日鷲別町５丁目山村ギター教室前

１１：２５～１１：５０第２・４土曜日幌別町８丁目幌別東団地

※第２・４木曜日の１０：４０～１１：００に巡回している
　幌別東団地はこれまでどおりです。
３．巡回時間が変更になるステーション

時　間曜　日場　所ステーション名

（変更前）
１５：００～１６：００
（変更後）
１５：００～１５：３０

第１・３水曜日美園町４丁目伊達信用金庫
わしべつ支店前



�������������
火～金曜日　１０：００～１６：００

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は６カ月です。
継続希望の場合は、再度お申し込みください。　　　　　　　　　　

●電子オルガン●ワープロ●ドレッサー（コンセント付き）●

ベビーベッド●電気ポット（３㍑）●自転車用補助いす●食卓

テーブル用ハイコンビラック（７カ月児～１歳６カ月児用）●

エアロビバイク●手押し車●冷凍庫（幅88×高さ83×奥行60

㌢）●もちつき器●スタッドレスタイヤ（175－70－R14ホイ

ール付）●ゴルフクラブ（14本フルセット）●座いす

●まきストーブ●ミキサー●パソコンプリンター●ピアノ●琴

●漢詩（紀行文など）朗読のＤＶＤ

�������	
�	��

����������	

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

 　

墓
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ご
み
箱
が

撤
去
さ
れ
た
の
に
、
ご
み
を
捨
て
た
り
、

お
供
え
物
を
置
い
て
い
っ
た
り
す
る
方
が

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
カ
ラ
ス
だ
け
で
な
く
大
き

な
カ
モ
メ
ま
で
が
飛
び
回
り
恐
ろ
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
お
墓
参
り
に
行
く
と
、
カ
モ
メ

が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
せ
ん
べ
い
を
く

わ
え
て
飛
び
跳
ね
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど

う
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
餌
が
無

け
れ
ば
カ
ラ
ス
も
カ
モ
メ
も
群
が
っ
て
来

な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
、
墓
地
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

せ
ん
か
。　
　
　
　

（
千
歳
町
・
主
婦
）

　

新
潟
中
越
沖
地
震
は
ひ
と
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
災
害
時
の
避
難
場
所
で
あ
る

学
校
や
公
共
施
設
は
避
難
民
の
最
後
の
と

り
で
で
す
。
避
難
場
所
が
使
用
不
能
な
事

態
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
関
係
者
は
今
一
度
、
再
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
な
ど
の
建
設
に
は
耐

震
構
造
は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
場
所
を
想
定

し
た
ト
イ
レ
な
ど
も
考
慮
し
て
、
し
っ
か

り
し
た
も
の
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

　

災
害
は　

日
後
に
や
っ
て
く
る
か
も
し

10

れ
ま
せ
ん
し
、　

年
後
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

10

人
間
忘
れ
や
す
い
も
の
で
す
。
今
こ
そ
、

備
え
を
考
え
る
良
い
機
会
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
一
市
民
）

　

市
で
は
、
第
２
次
避
難
所
（
屋
内
）
と

し
て　

カ
所
を
指
定
し
、
こ
の
う
ち
昭
和

95

　

年
以
降
に
建
設
し
た
も
の
は
耐
震
基
準

57で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の

建
物
で
は
、
小
・
中
学
校
の
一
部
で
耐
震

診
断
・
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
耐
震
診
断
・
対
策
は
、
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
る
学
校
を
中
心
に
、

大
規
模
改
修
時
に
耐
震
化
を
図
り
、
ト
イ

レ
な
ど
に
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
木
造
施
設
は
、
老
朽
化
の
問
題

も
あ
り
耐
震
化
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
避
難
勧
告
時
は
災
害
の
種

類
や
規
模
に
応
じ
て
、
安
全
な
施
設
へ
避

難
誘
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
グ
ル
ー
プ
）

災
害
時
の
備
え
は

大
丈
夫
で
す
か

情報あらかると

���

墓
地
の
ご
み
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

�������

市立図書館
� ○８５  4 3 2 4

��

・花の回廊
 宮  本 　　 輝 　著
みや もと てる

※図書館では、毎月購入している本の全リストを
　差し上げています。ご利用ください。

　昭和３２年、再び 松  坂  熊  吾 一家
まつ ざか くま ご

は一文無しとなり、小学生の 伸 
のぶ

 仁 は尼崎のアパートに。その居
ひと

住者の多くは貧しい朝鮮の人々
だった。そこで伸仁が見たもの
は…。戦後の時代相を背景に父
と子を描く『流転の海』第５部
尼崎・復興編。

・楽園（上・下）
 宮  部 みゆき　著
みや べ

『模倣犯』事件のショックを引
きずるフリーライター・ 前  畑  滋 

まえ はた しげ

 子 のもとに１２歳で死んだ少年に
こ

関する不思議な調査依頼が舞い
込んだ。少年は１６年前に殺され
た少女の遺体が発見される前に、
それを絵に描いていたという…。

このほかに新しく入った本
◇本当は不気味で怖ろしい自分探し　 春  日 　 武  彦 　著

かす が たけ ひこ

◇子供たちは 甦 る！　　　　　　　　　　　　　
よみがえ

 吉  永 みち子　著
よし なが

◇残留日本兵の真実　　　 　　　　　　　　 林 　　 英  一 　著
はやし えい いち

◇ 刑場 に消ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
けいじょう

 矢  貫 　　 隆 　著
や ぬき たかし

◇ししゃも　　　　　　　　　　　　　　　　　　 仙  川 　　 環 　著
せん かわ たまき

◇ 蟻 の兵隊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あり

 池  谷 　　 薫 　著
いけ や かおる

◇ひとり旅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吉  村 　　 昭 　著
よし むら あきら

◇アサッテの人　　　　　　　　　　　　　　 諏  訪 　 哲  史 　著
す わ てつ し

回
答
し
ま
す
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　漁港のお祭りです。『ふれあい朝市
では、室蘭近海で捕れた魚介類や農産
物を直売します。人気のサケのつかみ
捕りやぼう引き（有料）では、サケを
お持ち帰りすることができます。その
ほか、サケ鍋やてっぽう汁の１０００人鍋、
魚介類の炭火焼きなど、海の幸を存分
に堪能することができますので、ぜひ
お越しください。

▼日時　１０月７日　　９時～１４時

▼場所　追直漁港（室蘭市舟見町）

▼問い合わせ　同実行委員会（室蘭漁
　業協同組合内・�○２４ ３３３１）

��� ��� ���

2007いきいきフェスティバル
生活習慣を見直してみませんか

人のうごき（平成19年8月末日現在）／人口53,520（－10）　世帯24,902（17）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
発行・編集／登別市総務部情報推進グループ　〒 059 － 8701 　北海道登別市中央町 6 － 11　�014 3 �８５  6586　� 0143 �８５  1108
ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

新鮮な魚介類が盛りだくさん
室蘭さかなの港町同窓会

だて物産まつりに
ご家族でお越しください

　地元でとれた新鮮な野菜や魚介類、
農畜産品、名産品など盛りだくさん用
意しています。
　この機会に、伊達の秋の味覚を味わ
ってみませんか。
　皆さんのお越しを、お待ちしていま
す。

▼日時　１０月２０日　　１０時～１６時、２１
　日　　９時３０分～１５時３０分

▼場所　道の駅『だて歴史の杜』 黎  明 
れい めい

　館前

▼問い合わせ　ＮＰＯ法人だて観光協
　会（�０１４２○２５ ５５６７）

　体力チェックや食生活バランスチェ
ックなど、健康に関するイベントが満
載です。家族みんなでお越しください。

▼日時　１０月１３日　　９時３０分～１４時
　３０分

▼場所　白老町総合保健福祉センター
　（いきいき４・６）

▼内容　骨強度測定、歯の健康相談フ
　ッ素塗布、生活機能チェック、血液
　サラサラ測定、食事・物販コーナー
　など

▼問い合わせ　白老町健康福祉課
　　　　　（�０１４４○８２ ５５３１）

 （土） 

 （土） 

●

●

�

 （日） 
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　健康の秋、気になる生活習慣病の予防やストレスの解消、健
康増進に、さわやかな海風と一緒に鷲別海岸をウオーキングし
てみませんか。
　楽しいイベントも盛りだくさん。お子さんからお年寄りまで、
グループやご家族で、お気軽にご参加ください。参加料は無料
です。

▼日時　１０月２０日（土）　１１時～１４時（受け付け１０時～）
※悪天候の場合１０月２１日（日）（同時間）

▼場所　鷲別漁港特設ステージ

※イベント内容は、一部変更になる場合があります。
※駐車場はありませんので、公共の交通機関をご利用ください。

内　　　容
●海岸ウオーキング　
　コース１：鷲別漁港～２．５㌔㍍ コース（往復約３０分）、
　コース２：鷲別漁港～５㌔㍍ コース（往復約１時間）
●ウオーキングと健康・海洋浴に関する講演（ＮＰＯ法人健
　康保養ネットワーク）
●健康測定コーナー（心拍数、血圧など）
●ウオーキングパンフレットの配布
●健康に関するクイズラリー（全問正解者には抽選会あり）
●旬の海産物を使用した、ふるまいコーナー（メニューは当
　日のお楽しみです）

▼申し込み　１０月１５日（月）までに電話、ファ
　クス、Ｅメールでお申し込みください。
　ファクス、Ｅメールでお申し込みの場合
　は、『鷲別海岸イベント申し込み』と表
　題をつけ①名前②住所③連絡先電話番号
　を記載してください。

申し込み・問い合わせ
鷲別海岸イベント実行委員会
事務局　　　　　　　　　　
（登別商工会議所内�○８５ 
４１１１、�○８５ ４１９９、
Ｅメール：info@nobor
 ibetsu.cci.or.jp）

』

 （日） 
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